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            序

            　

            　

            　そもそも聖人せいじんとは、不変を説いて道を教え、徳を施して身を整え、理ことわりを明らかにして心を収める者である。その行いは天下国家の模範となって民を変えることを旨とし、「怪力乱神かいりょくらんしんを語らず」（怪異かいい・剛力ごうりき・反乱・鬼神きしんといった理ことわりから外れたものには触れない）とはいうものの、どうしても止まらない場合は書物に記して道理を導いた。『易経えききょう』には「竜の野やに戦う」とあり、『書経しょきょう』は鼎かなえの中で雉きじが鳴いた話を記し、『春秋しゅんじゅう』では乱賊らんぞくの非道を示し、『詩経しきょう』は諸国の民謡や鄭風ていふうを載せ、後世に伝えて明白な鑑かがみとした。

            　言うまでもなく、仏経ぶっきょうでは「三世因果さんぜいんがの理ことわり」（過去・現在・未来を通じて因果いんが応報おうほうの関係があること）を教え、「四生ししょう流転るてんの業ごう」（死後、畜生ちくしょうとして輪廻りんねすることになる原因）を戒め、神通じんつうや変化へんげに関する話を説いている。また神道でも、何でもない草木や土石に至るまですべてのものには神霊しんれいが宿り、「不測ふしきの妙理みょうり」（人間には推し測ることのできない理ことわり）があることについて触れている。このように、儒教・仏教・神道はいずれも霊理れいり・奇特きどく・怪異かいい・感応かんのうの類たぐいが嘘やまやかしではないことを教え、その道に入るための手引きとしている。

            　中国の聖人や賢人の伝記、名高い思想家たちに関する書巻は、荷車を引く牛が汗をかき、家の棟木むなぎまで届くほど世に溢れている。これまでに我が国で執筆された書物に関しても、たった五台の車では到底足りない。中でも花山かざん法皇ほうおうの『大和やまと物語』、宇治うじ大納言の『宇治うじ拾遺しゅうい物語』、『竹取たけとり物語』、『宇津保うつほ物語』の俊蔭としかげの巻をはじめ、怪しく珍しい事柄ことがらを記した話は、指を折って数えていては暇いとまがない。

            　ところで、この『伽婢子おとぎぼうこ』は遙はるか遠い昔の話ではなく、最近伝え聞いたことを集めたものである。学問に通じた者たちの目を喜ばせたり、耳を洗い清めたりするものではなく、子どもに聞かせて驚かせることで心を改め、正しい道を歩ませるための手助けになることを目的としている。

            　自分の目で見たものを重んじ、他人から聞いた話を信じないのは、先人たちの悪いところである。陰陽五行いんようごぎょうによると、この世界は広大で測り難く、奥深く、人が把握するのは不可能だという。直接、見たことがないからといって、これから語られる話を疑ってはいけない。


        
        
            竜宮りゅうぐうの上棟むねあげ

            　

            　

            　近江おうみ国の勢多せたの橋は東国一の大橋で、琵琶湖から流れ出た勢多せた川に東西方向に架けられている。

            　北西の方角に目をやると、志賀しが・辛崎からさきの里が間近にあり、山田・矢橋やばせへの渡し船や、塩津しおづ・海津かいづの上のぼり船が帆を掛けて走る様が言いようもなく面白い。夕暮れになると南の石山いしやま寺から鐘の音が響き、山伝いにさらに南に下ると岩間いわま寺がある。

            　北東には蓮はすの名所として知られる志那しなの里がある。六月の中頃から蓮の花が咲き乱れて四方に芳香ほうこうを漂わせ、古歌に詠まれたように見る者の心を楽しませる。

            　

            蓮葉はちすばの濁にごりに染しまぬ心もてなにかは露つゆを玉とあざむく

            （蓮はすの葉は濁りにも染まらぬ清い心を持っているのに、どうして露つゆを玉と見せ掛けて欺くのだろうか）

            　

            　南東は夏になると田上たなかみ山の夕日の影が落ち、蝉せみの声が響き渡る涼しい地である。背後は伊勢路いせじへと続き、前面には湖水が流れ、鹿飛ししとびの瀬から宇治の川瀬に出る。

            　その北には蛍谷ほたるだにという洞ほらがある。四月の初めから五月中旬に至るまで、数百万匹の蛍が湧き出て湖面に集まり、鞠まりや車輪ほどの大きさに丸く固まり、雲路くもじ遥はるかに舞い上がったかと思うと、にわかに水面にはたと落ち、はらはらと砕けて水に流れる。それはまるで石榴ざくろの花が五月雨さみだれの中で点々と咲くようで、明るく光り輝きながら乱れる様は見捨て難い眺めである。

            　このため、僧俗そうぞく問わず世の好事家こうずかたちはこの地に遊びにやって来て、多くの和歌を詠み、漢詩を吟ぎんじ、口伝くでんや書物として後世に残した。

            　また、橋の南東の湖畔こはんに小さな社やしろが建っている。その昔、俵藤太たわらのとうたこと藤原秀郷ひでさとがここから竜宮りゅうぐうに赴き、三上みかみ山の百足むかでを退治して、絹・俵たわら・鍋なべ・釣り鐘がねを得て凱旋がいせんした。この釣り鐘は三井みつい寺に寄進され、今もなおその高名が世に残っている。

            　

            　後柏原ごかしわばら院の治世である永正えいしょう年間に、滋賀郡しがのこおりの松本というところに真上まかみ阿祇奈あきなという者がいた。元は文章生もんじょうしょう（大学寮で中国の歴史や詩文を学ぶ学生）として宮中に仕えていたが、世の慌ただしさを嫌って官職を辞し、この地に移り住んで心静かに月日を過ごしていた。

            　ある夕暮れのこと、布衣ほいを身に纏まとい、烏帽子えぼしを被かぶった二人の男がやって来て、庭の前に跪ひざまずいて言った。

            「水底みなそこにある竜宮りゅうぐう城からお迎えに参上しました」

            　阿祇奈あきなは驚いて尋ねた。

            「竜宮と人の住む世界は隔たれているはずですが、どのようにして行くのですか。かつてはそのような道もあったと伝え聞いてはいますが、今となってはすべて失われてしまったはずです」

            「ご安心ください。門の外に鞍くらを付けた良馬を用意しております。それに乗っていただければ、いくら水が深くて波が高くても、少しも苦しむことなく竜宮城に赴くことができます」

            　怪しみつつ座を立って門に向かうと、七寸き（約一．四メートル）もの高さがある、太くてたくましい黒馬が繋つながれていて、金覆輪きんぷくりんの鞍くらに螺鈿らでんの鐙あぶみを付け、白銀しろがねのくつわを噛かませてあった。程なく白い狩衣かりぎぬを着た十余人の下男たちが現れると、阿祇奈を馬に乗せ、二人の使者を前に立てて出発した。

            　馬は虚空に上がると飛ぶように駆けた。足元を見下ろすと、ただ雲の波があるばかりで、白い雲煙うんえんがもうもうと立ち上る他には何も見えなかった。

            　

            　やがて一行は宮門きゅうもんに到着し、阿祇奈あきなは馬から下りた。

            　門を守っているのは頭が海老えびの者たちで、巻き貝や蛤はまぐりの殻に似た兜かぶとの緒おを締め、蟹かにの鎧よろいを身に着け、槍やりや長刀なぎなたを立ち並べて厳しく番を勤めている。門衛もんえいたちは阿祇奈に気づくとその場に跪ひざまずき、頭を地面に付けて敬意を表した。

            　二人の使者が中に入ってしばらくすると、役人と思おぼしき緑衣りょくいの二人がやって来て阿祇奈を案内した。

            「含仁がんじん門」という門をくぐって半町ちょうほど進むと、水晶でできた宮殿が現れた。階段を上って中に入ると、彩雲さいうんの冠かんむりを戴いただき、飛雪ひせつ（吹雪）の剣を帯び、笏しゃくを正した竜王りゅうおうが立って出迎え、阿祇奈の手を取って白玉はくぎょくの床に座らせようとした。

            　畏まった阿祇奈は礼拝らいはいして尋ねた。

            「わたしは大日本国のしがない役人であり、草木と共に朽ち果てるような身分の者です。どうして神王しんおうの威いを冒おかしてまで、わたしに上客じょうきゃくの礼を尽くそうとするのですか」

            「ご遠慮には及びません。以前からあなたの名前を伺うかがっておりましたが、今日、こうしてお会いすることができて誠に光栄です」

            　竜王は七宝をあしらった床に阿祇奈を上らせると、自分も上がり、南に差し向かって座った。

            　

            　しばらくすると、「お客さまがおいでになりました」と声が掛かり、竜王はまた王座を下り、階段で客を出迎えた。

            　三人はいずれもこの世の者とは思えないほど高貴な身なりだった。宝玉ほうぎょくの冠を戴いただき、錦の袂たもとを整えて威儀を正すと七宝の手車てぐるまから下り、静かに殿上てんじょうに上って玉座に座った。阿祇奈あきなはその場から退き、金の衝立ついたての裏に隠れてうずくまった。

            　三人が席に着くと、竜王は客たちに阿祇奈を紹介した。

            「本日は人間界の文章生もんじょうしょうをお迎えしています。どうか疑わしい目つきで彼を見ないでください」

            　竜王の呼び掛けに、阿祇奈が前に進み出て拝礼すると、三人の客も頭を下げた。さらに前の玉座に上がるよう竜王に勧められたが、阿祇奈は辞して答えた。

            「わたしはただの小役人にすぎません。卑しい身分の者が貴族の方々と一緒に玉座に上がるのは畏れ多いことです」

            　客の一人が阿祇奈に向かって言った。

            「人間界と竜宮城は互いに隔たり、往来する道も絶えて久しいですが、神王しんおうの人間を見る目に狂いはありません。あなたはこの城に招待されたのですから、ただの人ではないのでしょう。気遣いは無用です。早くこちらに来て座ってください」

            　勧めに応じ、阿祇奈は玉座に座った。

            　

            　竜王は阿祇奈あきなに事情を説明した。

            「わたしは今、新たな宮殿を建てています。木工頭もくのかみや内匠頭たくみのかみを集めて玉の礎いしずえを据え、綾あやの柱を立て、虹の梁はりと雲の棟木むなぎを組みましたが、上棟式じょうとうしきで読み上げる祝拝しゅくはいの言葉がありません。真上まかみ阿祇奈あきな殿は学識・道徳に優れた名士と伝え聞き、わざわざ遠方からお招きしました。どうかわたしのために祝辞を書いてもらえませんか」

            　程なく髪を唐輪からわにした十二、三歳くらいの童子どうじが二人やって来た。一人は斑竹まだらたけの軸に犀さいの毛を差した筆と、碧玉へきぎょくの硯すずりに、藜あかざの灰に紅花べにばなと麝香じゃこうを練り込んだ墨汁をたたえて捧ささげ持っている。もう一人は鮫人こうじん（人魚）が織った一丈じょうの絹を持ち、目の前に置いた。

            　阿祇奈は辞退することもできず、筆に墨を含ませて絹にしたためた。

            　

            ◇

            　

            　天と地の間にあるもので最も大きいのは青海原である。生きものたちは特に竜神わたつみを敬うが、これは世をあまねく潤している功績に基づくものであり、その恩恵に謝辞しゃじを述べるのは当然のことで、集まって香を焚たき、灯火ともしびを掲げて祈る。また、飛竜ひりゅうは聖人せいじんを見抜く目に長け、この者たちを用いることで素晴らしい業績を残してきた。

            　本日、新たに玉の御殿ごてんを構え、照り輝く精巧な装飾をしつらえ、水晶・珊瑚さんごの柱を立て、琥珀こはく・硬玉こうぎょくの梁はりを組んだ。玉の簾すだれを巻き上げれば山の雲が青く映はえ、玉の戸を開けば洞ほらの霞かすみが白く巡る。

            　天は高く地は厚く、南海八千里りを鎮め、雨を従え風を調え、北の渚なぎさ五百淵ふちを治める。空の上から泉の底に至るまで民の望みをかなえ、形を表し、身を隠して天帝てんていの仁あわれみを助ける。その威光は古今に渡り、その偉徳いとくは河原の小石にまで及ぶ。玄亀げんきや赤鯉あかごいが踊って祝い、木霊こだまや山彦やまびこが集まって喜ぶ。

            　ここに歌を一曲作り、彫り飾った梁はりの上に掲げる。

            　

            扶桑ふさうの海淵かいえん瑶宮ようきうを落はじむ

            水族すいじょく駢蹎べんてんとして徳化とくくわに承したがふ

            万籟ばんらい唱和しょうわ慶賛けいさんの歌うた

            若神じゃくしん河伯かはく朝宗ちょうそうの駕が

            （日本国の海底で玉のような宮殿が落成らくせいし、水に生きるものたちが連なって徳化とっかに従う。風の音が喜び称たたえる歌を唱和し、海神かいしんや河神かしんが拝謁にやって来る）

            　

            おさまれるみちぞしるけき竜たつの宮の世はひさかたのつきじとをしる

            （竜宮城への道が整備されていると知り、いつまでも尽きない場所だと分かりました）

            　

            　伏して願わくは、棟上むねあげの後、百の幸いと共にあり、千の喜びがあまねくやって来て、玉の宮殿は安らかで穏やかに、大海原わだつうみは平穏に治まり、天空あまつそらの月日に等しく永遠にあらんことを。

            　

            ◇

            　

            　とても喜んだ竜王は三人の客にも祝辞を見せた。皆、感心して褒め称たたえ、すぐに棟上むねあげの宴うたげが開かれた。

            「阿祇奈あきな殿は人間ですのでご存じないかもしれませんが、ここにいる三人は江えの神、河かわの神、淵ふちの神です。あなたの友人となり、今日の宴うたげで親交を深めてください。さあ、一切の遠慮は無用です」

            　竜王は杯さかずきを巡らせて酒を勧めた。

            　やがて、二十歳はたち前後の女たちが十数人現れ、風に舞う雪のように袖を翻しながら歌い踊り始めた。この世の者とは思えぬ美しさで、麗しくたおやかな身のこなしである。玉のかんざしに花を飾り、白い薄絹うすぎぬに袖を付け、歌声を雲まで響かせながら舞い踊った。

            　女たちが下がると、今度は角髪みずらを結った十余人の童子どうじが登場した。その愛らしさはまるで雛ひな人形のようで、唐縫からぬいの直垂ひたたれに錦の袴はかまを身に着け、花をかざしながら立ち巡り、袂たもとを翻ひるがえして踊った。管弦の音に合わせた澄んだ歌声は、梁はりの塵ちりを吹き飛ばし、空まで上るほど素晴らしかった。

            　

            　舞が終わると主あるじの竜王は大喜びし、杯を洗い、銚子ちょうしを改めて阿祇奈あきなの前に置き、自ら玉の笛を吹き鳴らし、「嶰谷吟かいこくぎん」を歌った。

            「この場にいる者たちは、出て来て客人のために面白い芸をしなさい」

            　畏まりながら前に進み出たのは蟹かにの精で、「郭介子かくかいし」と名乗って歌を歌った。

            　

            　わたしは谷の陰や岩間に隠れていますが、桂かつらが実る秋になると月の清らかさ、風の涼しさに誘いざなわれ、川を転がり、海を泳ぎます。腹は黄色で、外側は丸くて非常に固く、二つの眼まなこは空を望み、八つの足でまたがります。その姿は乙女の笑いを誘い、その味は兵士の顔を喜ばせます。鎧よろいを纏まとって戈ほこを取り、泡を吹いて瞳を巡らせ、「無腸公子むちょうこうし」の二つ名を世に知らしめ、綱手つなての舞を踊ります。

            　

            　郭介子かくかいしは歌いながら前に進み後ろに退き、右に駆け左に走ると、蟹かにの仲間たちは拍子を取った。座の者たちは笑壺えつぼに入り、大いに盛り上がった。

            　その次に玄げん先生と名乗る亀の精が現れた。袖を返して拍子を取り、尾を伸ばし、首を動かしながら歌った。

            　

            　わたしは蓍萩めどはぎの草むらに隠れ、蓮はすの葉で遊び、書を背負って水に浮かび、網を被かぶって夢を示します。甲羅は人の吉凶を現し、胸につわものの気を含みます。世の宝となって道の教えとなります。「蔵六ぞうろく」の異名の通り、頭・尾・手足の六つを蔵かくし、伏したまま千年の寿命を保ちます。気を吐けば糸筋のごとく、尾を引きずって音楽を極めます。では、「青海波せいかいは」を舞いましょう。

            　

            　頭を動かし、首を縮め、目を瞬まばたき、足を上げ、しばらく舞った後に玄げん先生は引き下がった。座の者たちは声を上げて腹を抱え、起き伏して笑い、大いに盛り上がった。

            　その他に海老えび・蛤はまぐり・木霊こだま・山彦やまびこ・様々な魚たちが、それぞれ得意な芸を尽くした。

            　

            　やがて酒宴はたけなわとなり、皆酔っていい気分になった。三柱はしらの客たちが席を立ち、拝礼をして帰ると、竜王は阿祇奈あきなを階段の下まで送っていった。

            「これほど楽しい経験は初めてのことです。もしできることなら、竜宮城を隅々まで見せていただけませんか」

            　阿祇奈が袖を正して願い出ると、竜王は快諾かいだくした。

            　階段を下り、庭に出て歩いてみたが、雲に覆われて何も見えない。竜王はすぐに吹雲すいうんの役人を呼んだ。頭に七曲がりの兜かぶとを被かぶり、鼻が高く、口が大きい蛤はまぐりの精が現れ、口をすぼめて天に向かって吹くと雲霧うんむは消え去り、数十里りに渡って晴れ渡った。

            　見渡す限り広く平らで、山もなければ岩もない。庭には砂金が敷き詰められ、宝玉の木が並び、その梢こずえには五色の花が開いている。池には四色の蓮はすの花が咲き、見事な芳香ほうこうを漂わせている。また金の回廊があり、瑠璃るりの敷瓦しきがわらが庭に並べられている。

            　竜王は役人をつけて阿祇奈を案内させた。

            　玻璃はりと水晶で作られ、珠たまを散りばめて飾り立てた楼閣ろうかくが一基きあった。上ってみると大空より高く上がった気がし、一の重えにすらたどり着くことができなかった。

            「ここは身分の卑しい者や凡人は上ることができず、神通力がある方しか最上階に到達することができません」

            　別の楼台ろうだいに上ると、傍らに丸い鏡のようなものがあった。きらきらと光り輝き、目が眩くらんで近寄ることができない。

            「これは電母でんぼの鏡といって、少し動かすだけで大きな稲光いなびかりが発生し、世の人の目を奪います」

            　その近くに大小様々な太鼓が置いてあった。阿祇奈が打ってみようとすると役人が止めた。

            「もし強く打ち鳴らすと、人間界の山河や谷、大地は大鳴動だいめいどうし、人はみな肝をつぶして命を失い、死ななかったとしても聴力を失うことになります。これは雷公らいこうの鼓つづみです」

            　また鞴ふいごのようなものがあり、動かそうとすると再び止められた。

            「それは蛸風しょうふうの皮袋です。強く動かすと山が崩れて岩石が空に上がり、人の家はすべて吹き破れて四散します」

            　その傍らに水瓶みずがめがあり、箒ほうきのような物が上に載せてあった。箒を手に取り、水に入れて撒まこうとするとまた止められた。

            「これは洪雨こううの水瓶みずがめです。箒ほうきに浸して強く振ると、人間界は大雨と洪水で押し流され、山も浸水し、陸は海となります」

            　阿祇奈は役人に尋ねた。

            「ところで、これらを司つかさどる官人たちはどこにいるのですか」

            「雷公らいこう・雷母でんぼ・風伯ふうはく・雨師うしは非常に荒々しい者たちですので、いつもは牢獄ろうごくに押し込められ、思い通りに振る舞うことができません。彼らが外に出て仕事をする際はここに集められ、風雨、雷いかづち、稲光を決められた分量に従って起こす決まりになっていて、守らなかった場合は罰が与えられることになっています」

            　すべての宮殿・楼閣ろうかくを見尽くすことはできなかった。元の宮殿に帰ると竜王は様々にもてなし、瑠璃るりの盆に真珠二顆か、氷のように透き通った絹二疋むらを餞別せんべつとして渡し、わざわざ階段の下まで見送りに出て、役人に命じて元の世界へ送らせた。

            　目を塞ふさぐと空を駆ける心地がし、勢多せた橋の東にある竜王の社の前に出た。阿祇奈は珠たまと絹を持ち帰って家宝としたが、その後、名を隠して仏道ぶつどうに励み、どこで死去したかは定かではない。

            　

            （了）


        
        
            黄金百両おうごんひゃくりょう

            　

            　

            　河内かわち国の平野ひらのに文兵次あやのへいじという者がいた。裕福にもかかわらず、他人に親切で情の深い男だった。同じ里に中途半端に学問をかじった由利ゆり源内げんないという男がいたが、二人は仲のいい友人だった。

            　ある時、源内は松永まつなが久秀ひさひでに召し抱えられて代官となり、老母・妻子とともに大和やまと国に引っ越すことになった。その際、費用が足りなかったため、兵次から黄金百両を借りたが、もとより親しい間柄だったので借用書は作成せず、質しちも取らなかった。

            　その後、細川・三好みよし両家の不和がきっかけで河内国・摂津せっつ国の辺りで騒乱が勃発すると、兵次は全財産を略奪されてしまい、その日を暮らす金さえなくなってしまった。

            　

            　弘治こうじ年間は比較的平穏で、三好みよし家が京都に居座り、家老の松永は大和国に城を構えて民たみ百姓ひゃくしょうから搾取さくしゅした。

            　そのような折、兵次へいじは妻子を連れて大和国に赴き、源内げんないの屋敷を訪ねた。松永の家臣ということで権勢を振るい、家中は賑にぎやかだったが、一方の兵次は痩せ細って顔がやつれ、人相も変わっていた。兵次は近くで宿を借りて妻子を残し、一人で源内と面会して事情を話した。

            　源内は兵次のことをすっかり忘れていたが、故郷や名字を詳細に話すと、「そうそう、思い出した」と驚き、酒を勧めて飲ませた。しかし、借金については一言も触れず、兵次も言い出す機会がないままその場を辞した。

            　宿に戻ると妻が言った。

            「これまで流浪してきたのも、源内げんないがきっと助けてくれるはずと思っていたからなのに、わずかな酒を飲ませてもらったからといって、百両の金の代わりに一言も言わずに帰ってくるのはどういうつもりですか。このままでは、わたしたちはすぐに道の傍らで飢え死にすることになるでしょう」

            　兵次は確かにもっともだと思い、夜が明けるのを待たずに再び源内の屋敷に赴き、本人と対面した。

            「かつて、金を借りたことは今も忘れてはおらぬ。お主の恩義を疎おろそかに思うものか。その時の手形があれば持って来たまえ。書いてある金額をすべてお返し申す」

            「同じ里に住む親しき友人で、互いに近所の契りも浅くないからと、あえて証文を作らず質しちも取らずにお貸しした金子きんすです。今、わたしは強盗に財産を一つ残らず奪い取られてしまって身の置き所がないため、どうしてもあの金子を返していただき、しかるべき商売でもして妻子を養おうと考えております。わたしを取り立てるとお思いになって、お貸しした額を恵み返してくれませんか」

            　源内は笑うと、「証文がなければ清算もできぬが、もし思い出したら全額をお返ししよう」と約束して兵次を帰らせた。

            　

            　こうして半年ばかりが過ぎて十二月になった。年が改まろうとしていたが、兵次へいじ一家は新しい春を迎える用意がなかった。食べ物が少なく衣服も薄く、妻子は飢え凍えてただ泣くより他になかった。兵次はこれを見るに忍びず、再び源内げんないのもとに赴き、涙ながらに訴えた。

            「年の瀬が押し迫り、新春が近くまで来ておりますが、我が妻子は飢え凍え、一銭の蓄えも、炊いて食べる米もございません。たとえお貸しした金子きんすをすべて返していただけなくとも、新年を迎えるほどで構いません。妻子をお助けくだされば、これに勝る恵みはございません」

            　話を聞いた源内は答えた。

            「誠に痛ましいとは思うものの、わしもわずかばかりの知行ちぎょうしか持たぬ身ゆえ、今、全額を返済することはできぬ。明日、とりあえず米二石こく・銭二貫文かんもんを差し上げよう。とにかくもこれで年を越したまえ」

            　兵次は大いに喜んで我が家に帰り、妻に報告した。

            「明日、必ず恵んでくれるだろう。受け取ってここ最近の苦しさを慰めよう」

            　妻子はとても喜び、夜が明けるのを待ちわびた。

            　朝になると子どもを門に出し、「銭や米を持って来る人がいたら、ここだと教えなさい」と言って待たせた。

            　しばらくすると子どもが家の中に入ってきて、「米を背負った人が来た」と言った。急いで外に出てみると、その者は家の門を見向きもせずに通り過ぎてしまった。兵次へいじはひょっとして家を知らないのかと思い、呼び止めて尋ねた。

            「その米は文兵次あやのへいじの家がもらい受けるものではないですか」

            「いいえ、これは城内から肴代さかなだいとして遣わされた米です」

            　またしばらくすると子どもが走り入ってきて、「今、銭を担いだ人が来た」と言った。兵次が外に駆け出ると、またもや門口かどくちを気に掛けずに通り過ぎた。これも家を知らないのだろうかと思って引き留めた。

            「その銭は由利ゆり源内げんない殿から文兵次のもとへ遣わされたものではありませんか」

            「これは弓削ゆげ三郎殿から矢作やはぎの代金として送られたものである」

            　兵次の恥ずかしさは、言葉では言い表せなかった。

            　正月を迎える用意として銭や米を忙しげに運ぶ者たちを引き留めては尋ねたが、いずれも源内の屋敷から運ばれたものではなかった。兵次は一日中、外で待ち受け、辺りに人影が見えなくなってから中に戻った。

            　油がないので灯火ともしびをつけることもできず、暗闇に包まれた一間で妻子と向かい合った。米や薪まきを手に入れるあてもなく、一家は絶望に打ちひしがれ、夜もすがら眠ることもできずに泣き明かした。

            　

            　兵次へいじの我慢はとうとう限界を超えた。

            「あれほど固く約束をしておきながらわたしを欺くとは、何とも口惜しい。こうなったら源内を刺し殺して鬱憤うっぷんを晴らすしかない」

            　一晩中、刀を研ぐと源内の屋敷に赴いて門に隠れたが、やがて考え直した。

            「確かに源内は不義を犯したが、彼の老母や妻子には何の咎とがもない。ここで彼を殺したらすぐに家がつぶれ、罪なき老母・妻子は路頭に迷うに相違ない。たとえ自分に対する不義があったとしても、わたしは他人を破滅させるようなことはしない。もし天道てんとう様が本当にいるのなら情けを掛けてくれてもいいのだが」

            　思い留とどまった兵次は家に帰り、小袖こそでや刀を売って何とか正月三が日の準備をした。

            　

            　ある日の朝、兵次へいじは家を出ると初瀬はつせ観音に参詣さんけいし、行く末を深く祈念した。その帰り道、山奥に分け入ったところで見知らぬ池に誤って落ちてしまったが、突然、水が両側に割れて道が現れた。

            　道伝いに二町ちょうほど進むと、城の総門そうもんにたどり着いた。楼門ろうもんの上に「清性館せいせいかん」と書かれた額が掛けてある。中に入ってみると人気ひとけもなく物静かで、どれだけの年月を重ねたのか分からない老松おいまつが枝を交わすように並んでいる。廊下を巡って奥へと向かい、主殿しゅでんの階段までやって来たが人の姿はなく、咎とがめる者もいない。ただ、遥はるか遠くから振鈴しんれいと鐘の音が混じり合って響いてくるだけである。

            　兵次は空腹と疲労のために横になると、屋敷の礎いしずえを枕にして休んだ。

            　

            　しばらくすると、眉と髭ひげが長く伸び、頭に帽子を被かぶり、足に靴を履き、白木しらきの杖つえをついた老翁ろうおうがやって来て、兵次へいじを見て微笑ほほえんだ。

            「さて、こうして対面するのは久し振りだが、昔のことを覚えておるかな」

            　起き上がった兵次は跪ひざまずいて言った。

            「わたしがここにやって来たのは今日が初めてです。どうして昔のことを知り得ましょうか」

            「なるほど、飢渇きかつの業火ごうかに焼かれた汝なんじが過去を忘れてしまったのも道理である」

            　老翁は懐から梨なしと棗なつめを取り出すと兵次に渡した。

            　もらった果物を口にすると胸が涼しく、心が爽やかになった。まるで雲や霧が晴れて澄み渡った空に月が出たように迷いの闇がすべて取り除かれ、前世のことまで昨日の出来事のように思い出した。

            　老翁は兵次に教え諭した。

            「前世の汝なんじは初瀬はつせ近郷きんごうの領主であった。観音を信仰して花や香、御灯明みあかしを供え、常に参詣さんけいを怠らなかったが、一方で百姓ひゃくしょうに過酷な年貢や労役ろうえきを課して搾しぼり取り、人々の苦しみを知らぬ悪人だった。よって、死後に地獄に落ちるはずであったが、観音の大いなる慈悲によって、悪を転じて再び人間に転生することになった。しばらくは富貴ふうきを極めていたものの、後に今のように貧困にあえぐようになったのは、すべて前世の悪業あくごうが原因である。それなのに汝なんじは源内げんないの不義に憤慨して悪心あくしんを抱いたため、悪鬼あっきたちが汝なんじの後を追い、妻子一家、跡形もなく滅ぶところであったが、すぐに心を改めたことを神明しんめいが知り、福神ふくじんの力によって悪鬼たちは遠くへ追いやられた。すべての悪業あくごう・善業ぜんごうに報むくいがあるのは、形あるものに影が従い、声に響きが応じるようなものである。今後は些細ささいなことでも悪を慎み、善を求めよ。さすれば必ずや安楽あんらくの地で一生を送ることができよう」

            　兵次は「ここは人の世界ではなく、神聖な場所だったのか」と気づき、今の世について尋ねた。

            「今、世の中は乱れた糸のように混乱し、各地で諸侯が決起する様はさながら蜂はちの群れのようです。いずれが栄え、いずれが衰えるのでしょうか。願わくは行く末をご教授ください」

            「人の心はますます山犬や狼おおかみのように貪欲で残酷になってゆく。他人を殺して自分が上に立ち、他の領地を攻めて己の領地に加えようとする。このため国の政まつりごとは弱体化し、朝廷の威光は衰える。人として重んずべき道義どうぎは失われ、諸国は互いに争い、あらゆる地で動乱が起きる。臣下は主君を謀たばかり、主君は臣下を信じず、あるいは父子の間といえども互いに悪意を抱き、兄弟はすぐに敵同士になる。運よく利を得た場合も卑しい者が成り上がって小身者しょうしんものが大いにはびこり、運勢が尽きた大家や高位の者は倒される。婿むこを殺し子を殺せば、一家一族で親しかった者も疑心暗鬼に陥り、安閑あんかんとすることはさらに難しくなる」

            　老翁ろうおうは指を折りながら諸国の名のある者を挙げ、その身の善悪と行く末の盛衰を詳細に語った。

            　兵次は重ねて老翁に尋ねた。

            「由利ゆり源内げんないは人から借りた金を返さず、己の威厳を保ち、権勢を誇っています。この者の行く末も長くはないのでしょうか」

            「源内の主君は大きな不義を犯し、権威を邪道に振るって民を虐しいたげ、この世を貪むさぼっているため、鬼神きしんたちから疎まれ、神霊しんれいたちに憎まれている。この先、彼の寿命の札が削られ、手や首に枷かせをはめられ、首に縄を掛けられ、肉を腐らせられ、骨を散らされる日はそう遠くはない。主君に従う源内もまた悪逆あくぎゃく無道むどうなのは言うまでもない。人の借金を返さぬと言うが、彼が自分の財産だと思っているものはすべて他人の宝であり、一人で勝手に守っているだけである。今に見よ、三年も経たたぬうちに家運が尽きて災いが訪れよう。汝なんじはその災難を避けねばならぬ。源内の屋敷の近くに住むのはよくない。京都も騒乱に巻き込まれる。早く帰って山科やましなの奥にある笠取かさとりの谷に移るがよい」

            　老翁は兵次に黄金十両を渡し、道順を教えて帰らせた。

            　一里りほど歩いたと思うと、山の後ろにある岩穴から出ることができた。急いで帰宅すると、家を出てから三十日余りが過ぎており、待ちかねていた妻子が涙を流して喜んだ。

            　

            　兵次へいじはすぐに縁故えんこを頼って山科やましなの奥にある笠取かさとりの谷に移り住み、商人として薪まきを売りながら生計を立てた。次第に家計は安定するようになり、妻子ともども安らかに暮らした。

            　その後、永禄えいろく庚午かのえうまの年（一五七〇年）、松永まつながは反逆の疑いで織田家に一族を滅ぼされた。この時に由利ゆり源内げんないも生け捕りにされて殺され、長年、民衆から強奪して蓄えた財宝はすべて織田軍に没収された。この話を伝え聞いた兵次が年月を数えると、わずか三年の出来事だった。

            　兵次の子孫は、今も笠取かさとりの谷に住んでいるという。

            　

            （了）


        
    

    
        巻之二

        　

        一、十津川とつがわの仙境せんきょう

        二、真紅撃帯しんくのうちおび

        三、狐きつねの妖怪ようかい


        
            十津川とつがわの仙境せんきょう

            　

            　

            　和泉いずみ国の堺さかいに、漢方薬を商あきなう長次ちょうじという男がいた。以前から梅毒に悩まされていたため、紀伊きい国の十津川とつがわに赴いて湯治とうじをしたところ、病に効いたのか十四、五日ですっかり治った。

            　長次はふとあることを思いついた。

            「その昔、人から伝え聞いた話によると、十津川温泉の奥に人参黄精にんじんおうせい（朝鮮ニンジン）というものがたくさん生えていて、すぐに見つかるらしい。気晴らしにこの辺りを探してみよう」

            　下男を宿に残して一人で山奥へ入ったが、すぐ道に迷ってしまった。

            　ある谷を下っている最中に、川の上流から美しい籠が流れて来た。

            「どうやらこの水上みなかみに人里があるらしい」

            　川沿いに上流に向かって歩くうちに日が暮れ始めた。遠くの森からねぐらで争い合う鳥の声が聞こえてくる。十町ちょうほど歩くと、岩を切り抜いた門にたどり着いた。

            　中に入ると茅葺かやぶきの家が五、六十ほど軒のきを連ねて建っていた。石垣に苔こけが生むして壁は緑色で、竹の折戸おりどは物寂しく、門の横木に蔦つたが絡み付いている。犬が吠ほえながら庭を駆け回り、鶏が屋根の上で鳴き、畑では桑くわが枝を伸ばし、麻あさが葉を広げている。かなり古びた村里だが、木きこりが積んだ椎しいの柴しばや臼うすでついて干した粳うるちの粟あわがあり、それほど貧しいわけではないらしい。また、人々の身なりは古風で、素袍袴すおうばかまに烏帽子えぼしを身に着け、静かに行き来する様は威厳を帯びている。

            　立ち尽くしていると、一人の男が驚き怪しんで尋ねた。

            「どうしてこの里に迷い込んだのだ。ここは普通の人間は知らない場所のはずだ」

            　ありのままに語ると、一人の老人がやって来た。衣冠いかんを正し、蓬よもぎの沓くつを履き、赤木あかぎの杖つえをつき、自ら「三位中将さんみのちゅうじょう」と名乗った。

            「ここは山深く、巌いわおが峙そばだち、熊や狼おおかみが群がり走り、狐きつねや木霊こだまが遊ぶ場所である。日が暮れた今、このまま里を追い出したら、水で溺れる者を見殺しにするようなものだ。さあ、こちらに来なさい。一夜の宿を貸そう」

            　そう言って老人は自分の家に連れて帰った。

            　

            　老人の屋敷は綺麗に片付き、使用人の男女は誰もが礼儀正しかった。ある一間に案内され、灯火ともしびをつけて腰を下ろすと長次ちょうじは尋ねた。

            「このような村里があるとは知りませんでした。どうして住み始めたのですか」

            　老人は眉をひそめて答えた。

            「ここは浮世の難から逃れた者たちが隠れ住む場所である。もし無理に過去を語らせようものなら、相手の悩みを無駄に募らせることになろう」

            　重ねていきさつを問うと、老人は重い口を開いた。

            「わたしは平家が没落し、西海の底に沈んだ頃からこの地に住んでいる。小松こまつの内府だいふ重盛しげもりの嫡子ちゃくし、三位中将さんみのちゅうじょう維盛これもりという者である。祖父・大相国だいしょうこく清盛きよもり入道は悪業あくごうの限りを尽くして人望に背き、父・内府が早世そうせいすると伯父・宗盛むねもり公が実権を掌握し、仏法に背くような非道不義なる振る舞いに及んだ。一門の多くは贅ぜいを極め、栄華を誇ったが、すぐに家運が傾いた。東国で右兵衛権佐うひょうえのごんのすけ頼朝よりともが家人けにんたちを集めて義兵を挙げ、北国ほっこくで木曽冠者きそのかんじゃ義仲よしなかが一族郎党ろうどうを誘って謀反を起こし、他の諸国でも源氏が蜂はちのように沸き起こり、蟻ありのように集まった。各地で迎え討ち、攻め寄せたが戦の利がなく、味方の軍兵ぐんぴょうは幾度も敗れ、ついに木曽のために都から追放された。その後、摂津せっつ国の一ノ谷に立て籠こもってしばらく安堵あんどしていたところ、今度は九郎くろう義経よしつねによってここも破られ、一門の中で通盛みちもり・敦盛あつもり以下、多くの仲間が討ち死にした。その様を目まの当たりにして平静を失い、驚き恐れ、悲惨な最期を見聞きした悲しさは、生まれ変わっても忘れることはできない。その後、一門は讃岐さぬき国の八嶋やしまの洲崎すさきに城郭じょうかくを構えて立て籠こもった。故郷は雲の彼方かなたに隔たり、思いは妻子のもとに名残として留とどまったまま、その身は八嶋にありながら心は都に向いているために万事が情けなく、行く末がまったく頼みにならなかった。わたしは浮かれ果てた心から思い立ち、譜代ふだいの侍・与三兵衛よさべえ重景しげかげと石童丸いしどうまるという童わらわ、操船の心得がある武里たけさとという舎人とねりの三人と共に密かに八嶋の内裏だいりを離れ、阿波あわ国の由木ゆうきの浦にたどり着いた」

            　

            おりおりは知らぬ浦路うらぢの藻塩草もしほぐさかきをく跡を形見とも見よ

            （見知らぬ海辺の藻塩草もしおぐさをかき集めるように、書き残すこの歌を折々に形見と思って見てください）

            　

            　重景が返歌を詠んだ。

            　

            わが思ひ空ふくかぜにたぐふらしかたぶく月にうつる夕ぐれ

            （傾く月に移ろいゆく夕暮れ時、わたしの思いは空を吹き抜ける風と共にあるようです）

            　

            　さらに石童丸が涙を抑えながら詠んだ。

            　

            たまぼこの道ゆきかねてのる舟に心はいとどあこがれにけり

            （道中、行きかねて乗る船に、心は新天地への憧れが尽きません）

            　

            「その後、紀伊きい国の和歌わか・吹上ふきあげの浦を過ぎて由良ゆらの湊みなとで下船し、恋しき都の方角に目をやりつつ高野山へと向かった。再会した滝口たきぐち時頼ときより入道の案内で院や谷を巡った後に、熊野詣くまのもうでに出発した。三藤さんとう、藤代ふじしろ、和歌の浦、吹上の浜、古木ふるきの社もり、蕪坂かぶらざか、千里ちさとの浜、岩代いわしろの王子おうじを越え、岩田川いわたがわで水垢離みずこりを行って身体を清めた」

            　

            岩田川ちかひの舟に竿さほ差して沈しづむわが身も浮かびぬるかな

            （岩田川から涅槃ねはんへと向かう船に乗り、現世で穢けがれた我が身も浮かばれたことだ）

            　

            「本宮ほんぐう・新宮しんぐう・那智なちを参詣さんけいした後に、浜の宮から船に乗り、磯の松の木を削って辞世じせいの句を詠んだ」

            　

            権亮ごんのすけ三位中将さんみのちゅうじょう平維盛これもり、戦場から離れて那智の浦で入水じゅすいする。

            元暦げんりゃく元年三月二十八日

            維盛二十七歳、重景しげかげ同年、石童丸いしどうまる十八歳

            　

            生むまれてはつゐに死しぬてふことのみぞ定さだめなき世にさだめありける

            （「生まれたものは最後に必ず死ぬ」ということだけが、定めなき現世での唯一の定めである）

            　

            「世には入水じゅすいしたと見せ掛けてこの山中に隠れていたところ、肥後守ひごのかみ貞能さだよしが後を追って訪ねてきた。平氏一門は没落し、ことごとく壇だんの浦で海中に身を投じ、都に隠れ潜んでいた一族も根を断ち、葉を枯らすように掃滅そうめつされたと聞かされ、よくぞ逃げおおせたと悲しみの中で心を慰め合った。田を植え、薪たきぎを取り、清らかな風や澄み渡る月に心を澄まし、物静かに魂を養った。人里との往来はなく、この地を訪れる者はいない。花が咲くと春だと思い、木の葉が散る様で秋を知り、昇る月を数え尽くし、月のない夜を晦日みそかとして日々を暮らす身となった。貞能さだよし、重景しげかげ、石童丸いしどうまるの子孫が広がり、軒を並べて暮らしている。あの後、きっと頼朝よりともが天下を取ったのであろう。願わくは、今は誰の治世なのか教えてもらいたい」

            　老人の話に長次ちょうじは驚き、ひどく恐縮した。

            「ただ、かりそめの山暮らしで、よくあることだと思っておりましたが、まさかこのように高貴な身分の方とは、まったく思いも寄りませんでした」

            　そう言って首を床につけ、礼儀を尽くした。

            「いや、とんでもない。もう昔とは違うのだ。ほら、お前たちもこちらへ」

            　老人の呼び掛けに応じ、貞能・重景・石童丸が出て来たが、いずれも六十代に見えた。

            　貞能が長次に語り掛けた。

            「とても打ち解けているご様子で何よりです。世の移り変わりについて、わたしたちにも語り聞かせてもらえませんか」

            　長次は居住まいを正して語った。

            「それでしたら、わたしが聞いている大まかな歴史をお話し致しましょう。――平氏一門が西海の波に沈んだ後、右兵衛権佐うひょうえのごんのすけ頼朝よりともが天下を治めましたが、すぐに病死してしまいました。先に蒲冠者かばのかんじゃ範頼のりよりや九郎判官くろうはんがん義経よしつねたちは頼朝に討たれていたため、頼朝の嫡男ちゃくなんである頼家よりいえが将軍の座に就きましたが、子がないまま病死し、頼朝の次男・実朝さねともが跡を継ぎました。実朝は、頼家の側室に子がいることを聞き、探し出して鶴岡つるがおか八幡宮はちまんぐうの別当べっとうにし、禅師ぜんじ公暁くぎょうと名乗らせました。和田わだ・畠山はたけやま・梶原かじわらなどの一族はこの時期に討ち滅ぼされています。実朝は鶴岡八幡宮に参拝したある夜に公暁に殺され、その後、北条義時よしときが実権を奪って天下を治め、これより九代にわたって北条氏の時代となります。しかし、相模守さがみのかみ高時たかとき入道宗鑑そうかんが傲慢ごうまんな政まつりごとをしたために国が乱れ、挙兵した新田にった義貞よしさだによって滅ぼされました。続いて新田は足利あしかが尊氏たかうじと戦い、敗れて滅ぼされました。尊氏は嫡男ちゃくなんの義詮よしあきらを京の公方くぼう、四男・左馬頭さまのかみ基氏もとうじを鎌倉の公方と定め、しばらく天下は平穏になりました。しかし、王道は地に落ちてあるかなきかの有様ありさまで、武家が世を支配し、その権威は高まる一方でした。その後、京都と鎌倉の公方は不仲となり、鎌倉の執権しっけんである上杉一族が公方を追い出し、同時期に京都公方も権威を失ったことで、諸国で武士たちが挙兵して天下が大いに乱れ、いつまでも合戦が続いています。三好みよし修理大夫しゅりのだいぶとその家臣・松永まつなが弾正だんじょうは畿内きない・南海なんかいで悪逆あくぎゃくな威勢を振るい、今川義元よしもとは駿河するが・遠江とおとうみを従え、国司・北畠きたばたけ具教とものりが伊勢いせにいます。武田晴信はるのぶは甲信こうしん両国に版図はんとを広げ、北条氏康うじやすの領地は関八州かんはっしゅうにまたがり、佐竹義重よししげが常陸ひたちにいます。蘆名あしな盛高もりたかは会津あいづを手に入れ、長尾ながお景虎かげとらは越後えちごから出て来ました。朝倉義景よしかげは越前を守り、畠山はたけやまの一族が河内かわちにいます。陶すえ尾張守おわりのかみは周防すおう・長門ながとを奪い、毛利元就もとなりは安芸あきで挙兵し、尼子あまご義久よしひさは出雲いずも・隠岐おき・石見いわみ・伯耆ほうきに領土を広げ、豊後ぶんごに大友おおとも、肥前ひぜんに龍造寺りゅうぞうじ、近江おうみに浅井と佐々木、尾張おわりに織田、美濃みのに斉藤、大和やまとに筒井つついがいて、その他の諸国や村々で党が結成され、兵を集めて互いに争い、攻め戦い、奪い合っています。かつて安徳あんとく天皇が西海せいかいに向かった寿永じゅえい二年（一一八三年）から、現在の弘治こうじ二年（一五五六年）まで星霜せいそう三百七十四年が経たち、天子は既に二十六代、鎌倉は頼朝よりともから三代・北条家九代・足利家十二代、京都の足利は十三代で、現在の将軍は源義輝よしてると申します」

            　語り終えると、三位中将さんみのちゅうじょうは思わず涙を流した。既に夜は更け、山中は物静かで、梢こずえを伝う風の音が軒のき近くで聞こえる。魂が澄み渡り、清々すがすがしく感じる。三位中将が何度も酒を勧めるうちにやがて夜が明け、山の端はが赤く染まり、横雲がたなびき、鳥の声がはっきりと聞こえてきた。

            「それではこれにて失礼します」

            　礼を言って出立しようとすると、三位中将は長次ちょうじに念を押した。

            「我らは仙人ではなく幽霊でもない。多くの年月を重ねたことは思い掛けない幸いであった。貴殿はここより立ち去った後に、見聞きしたことを他人に話してはならぬ」

            　そう言って歌を詠んだ。

            　

            みやまべの月はむかしの月ながらはるかにかはる人の世の中

            （山奥に昇る月は昔とまったく変わらないが、世の中は随分と変わってしまったことだ）

            　

            　別れの挨拶をし、三位中将さんみのちゅうじょうが屋敷に戻ったのを見届けてから切り通しの門を出ると、一町ちょうごとに竹の枝を差して印としながら歩き、十津川とつがわの宿に帰り着いた。

            　

            　翌年の春、酒や肴さかなを用意して再びあの山路に分け入った。しかし、松や槐えんじゅの古木が横たわり、巌いわおが峙そばだち、茅ちがやや薄すすきが茂り、木きこりの通り道には鳥の声がかすかに聞こえ、草刈り場には谷の水が流れるばかりで、印にした竹も見つからず、訪問がかなわぬままむなしく帰った。

            　きっと彼らは仙境せんきょうに住まう道人どうじんであったのだろう。そのような者たちを探し求めるのは到底無理な話である。

            　

            （了）


        
        
            真紅撃帯しんくのうちおび

            　

            　

            　越前えちぜん国の敦賀つるがの津つに、浜田はまだ長八ちょうはちという金持ちが住んでいた。

            　その隣に檜垣ひがき平太へいたという男が住んでいた。若林長門守ながとのかみの一族で、武士をやめて商人あきんどとなり、多くの金銀を蓄えていた。

            　平太には平次へいじという名の息子がいた。長八の二人の娘のうち姉と同い年で、幼い頃から二人はいつも一緒に遊んでいた。平太はこの姉娘あねむすめを息子の嫁に迎えようと考え、仲人を通じて申し入れた。やがて縁談が成立すると、平次は結納として酒肴しゅこうを用意し、姉娘に真紅しんくの撃帯うちおびを渡した。

            　

            　天正てんしょう三年の秋、朝倉あさくらの残党が挙兵し、虎杖いたどり・木芽峠きのめとうげ・鉢伏はちふせ・今条いまじょう・火燧ひうち・吸津すいづ・竜門寺りゅうもんじなどの要害に立て籠こもり、若林長門守も河野こうのに築いた城に籠城ろうじょうした。これに対し、織田信長・信忠のぶただは八万余騎を率いて敦賀に攻め寄せると、木下きのした藤吉郎とうきちろうに命じて河野の城を包囲させた。

            　若林一門である檜垣平太は織田軍に咎とがめられるのを恐れ、家を立ち退いて敦賀を離れ、縁故えんこを頼って京都に上った。その後、五年の年月が過ぎたが、敦賀には風の便りすらなかった。

            　

            　長八ちょうはちの姉娘あねむすめは既に十九歳になっていた。美しい容姿であったため、男たちはこぞって結婚を申し込んだが、聞き入れようとはしなかった。

            「わたしは幼い頃に一度、平次へいじと婚約しております。たとえ見捨てられたとしても、他の男性を夫とするつもりはありません。それに、もし平次が生きて帰ってきたら、ひどくきまりが悪いことになります」

            　姉娘は朝夕、屋敷の奥に引き籠こもって平次を恋い慕い、いっときも忘れることはなかった。ちょっとした手すさびをしているときも平次のことばかりが思い浮かび、人知れず物思いで涙を流し続けた。

            　その後、思い詰めた末に病に倒れ、半年余りの後に亡くなってしまった。両親は大いに嘆き悲しみ、小塩おしおの寺に葬ることになった。

            　母親は姉娘の額を撫なでると、平次からもらった真紅しんくの撃帯うちおびを取り出した。

            「これはお前の夫がくれた帯ですよ。家に残しておいても意味がありません。黄泉よみに持って行って慰めとしなさい」

            　そう言って腰に結び、遺体を埋葬した。

            　

            　およそ一ヶ月後、平次へいじが戻ってきた。

            　驚いた長八ちょうはちは屋敷に招いて事情を尋ねた。

            「若林長門守ながとのかみが河野こうのの城に立て籠こもり、信長公が八万余騎でこの敦賀つるがに攻め込んできた際、若林一族ということで詮議せんぎされるのを恐れ、取る物も取りあえず京都に上り、知り合いの家でしばらく居候していました。しかし、両親が相次いで死去したため、昔の婚約が忘れ難く、敦賀に舞い戻って参りました」

            　話を聞いた長八夫婦は、涙ながらに語った。

            「あの子はあなたに思い焦がれた末に病に倒れ、先月の初めについに帰らぬ人となってしまいました。久しく便りがなかったのを恨んでいたようです。これをご覧ください。硯すずりの蓋ふたに歌が書き残してありました」

            　泣く泣く取り出して平次に見せた。

            　

            せめてやは香かをだに匂にほへ梅むめの花しらぬ山路やまぢの奥に咲くとも

            （見知らぬ山奥に咲いている梅の花だとしても、せめて香りだけでもわたしのもとに届けてください）

            　

            　平次はいまさらながら我が身の薄情さを思い知らされ、大いに悲しんだ。

            　仏間に足を運び、位牌いはいの前に香花こうかを手向たむけて念仏を唱えていると、長八夫婦が背後にやって来た。

            「これはお前が恋した平次がくれた花だから、あの世でしっかりと受け取りなさい」

            　その場に伏して嘆き悲しむと、平次をはじめ家にいる者は皆一同に声を上げて泣いた。

            「両親が亡くなって独り身では、さぞかし心細いことでしょう。娘が死んだからといって、あなたは赤の他人ではありません。この家にいて、とにかく仕事を見つけなさい」

            　長八は屋敷の裏に新たな家を建て、平次を住まわせた。

            　

            　その後、四十九日の中陰ちゅういんの法要ほうようが営まれた。長八ちょうはち一家はこぞって小塩おしおにある姉娘あねむすめの墓参りに出掛け、その間、平次へいじは屋敷で留守番をした。

            　法要を終えた長八たちが屋敷に戻ったのは、既に日が黄昏たそがれた頃で、平次は門前で出迎えた。皆が屋敷の中に入っていく際、今年十六になる妹娘いもうとむすめが駕籠かごの中から何かを落とした。平次が拾い上げるとそれは真紅しんくの帯だったが、密かに懐深くにしまい込んで家に帰った。

            　その夜、平次は灯火ともしびの近くに座って物思いにふけっていたところ、夜が更け、人々が静まり返った時分に妻戸つまどを叩たたく者がいた。戸を開けてみると妹娘で、そのまま中に入るとささやくように言った。

            「わたしは姉に先立たれて嘆き沈んでいました。先ほどあなたは、わたしが投げた真紅しんくの帯を拾ってくれましたが、その深き宿世すくせを忘れることができず、こうして忍んでやって参りました。今宵、契りを結んで、末永く夫婦めおととして暮らしましょう」

            　驚いた平次は諭すように言った。

            「到底、あってはならないことです。わたしはご両親の情けで養ってもらっている身なのに、お許しもないまま道理に外れたことをして、もし他人に知られたらどうするつもりですか。さあ、早く屋敷にお戻りください」

            　つれない言葉に、妹娘は憤慨して言い返した。

            「父は既にあなたを婿と見なしているからこそ、当家で養っているのです。もし、ここにやって来たわたしの気持ちを無下むげにしたら、身を投げて死にます。必ずやあなたを後悔させ、生まれ変わっても恨み続けることでしょう」

            　平次はやむなく相手の思いを受け入れ、契りを結んだ。夜が明けると、妹娘は起きて自分の屋敷に帰っていった。

            　

            　それから毎日、妹娘いもうとむすめは暮れにやって来て翌朝に帰った。古歌に詠うたわれた「宵々よいよいごとの関守せきもり」を恨むばかりに打ち解け、平次へいじは道理に反していると知りながら関係を続けた。

            　三十日ほど経たったある夜のこと、妹娘は平次に語った。

            「これまでは誰にも気づかれませんでしたが、秘密は漏れやすいものです。もし人に知れたら、つらい目に遭うことでしょう。どうかわたしを連れて駆け落ちしてください。新天地で心安らかに連れ添いましょう」

            　平次もこうなっては仕方がなく、また情が移って見捨てることもできなかったため、妹娘を連れて密かに家を出た。二人は三国みくにの港にいる知り合いの被官ひかん百姓びゃくしょうを訪ね、事情を説明して庇護を頼むと快く受け入れてくれたため、そこで隠れ住んだ。

            　

            　一年ほど経たったある日、妹娘いもうとむすめが言った。

            「両親の罰が恐ろしく、あなたと一緒にこの地に逃げて、既に一年の月日が過ぎました。きっと二人ともわたしを心配していることでしょう。今なら罪を許してくれるはずですので、故郷に戻りましょう」

            　平次もその通りだと考え、一緒に敦賀つるがに帰った。

            　妹娘を船に置き留とどめ、一人で屋敷に赴いて案内を請い、長八と対面して詫わびを入れた。

            「あれほど親身になって世話をしていただきながら、お許しもないまま道理に外れた不義な行為に及んでしまいました。この罪は決して軽くはありません。しかしながら、あれから時を重ね、今はお怒りも静まったのではないかと考え、すぐ近くまで連れて帰ってきています。どうか、わたしたちの罪をお許しください」

            　話を聞いた長八は怪訝な顔をした。

            「それはどういうことですか。まったく理解できないのですが」

            　平次は事の次第を語り、真紅しんくの撃帯うちおびを取り出して見せると、長八は非常に驚いた。

            「その帯は、上の娘が婚約した際にあなたの家からいただいたもので、死去したときに棺ひつぎに収めて埋めたはずです。それに、下の娘は重い病で床に伏せったままですので、あなたと一緒に他国に行くことはあり得ません」

            　人を遣わし、船に残してきたという妹娘を確認させたところ、その船には船頭以外に誰も乗っていなかった。

            　

            「これはいったいどういうことなのですか」

            　長八ちょうはち夫妻は驚き、不審に思っていたところ、妹娘いもうとむすめが病床びょうしょうから起き上がって語り始めた。

            「わたしは確かに平次へいじと婚約していながら早世そうせいしてしまい、埋葬されて墓の主にされましたが、平次と深い宿世すくせの縁があったため、こうして現世に戻って参りました。願わくは、我が妹を平次の妻としてくださいませ。そうすればこの病も治ります。これはわたしが心から望むことです。もし願いがかなわぬ場合、妹の命を同じ道に引き込み、黄泉よみの友と致します」

            　家人たちは驚き怪しんだ。確かに身体は妹娘だが、振る舞いや話し方は姉娘あねむすめとまったく同じだった。

            「お前は既に死んでいるのだ。どうしていまだに執念深く思うのだ」

            　長八が問いただすと、物の怪けに取り憑つかれた妹娘は答えた。

            「わたしは前世に深い因縁いんねんがあり、現世での命は短かったものの、閻魔えんま大王に暇いとまをもらい、この一年あまり契りを結んでいました。これで黄泉よみに帰りますが、必ずわたしが言った通りにしてください」

            　平次の手を取り、涙を流して別れを告げると、続いて手を合わせて長八夫妻を拝みながら言った。

            「妹よ、平次の妻となっても必ずや女の道を守り、父上・母上に孝行しなさい。――それではこれで」

            　わなわなと震えると地面に倒れ、そのまま死んでしまった。驚いた人々が顔に水を掛けると妹娘は蘇よみがえり、いつの間にか病も治っていた。また、先ほどあったことを尋ねても何も覚えてはいなかった。

            　こうして平次と妹娘は夫婦めおととなり、仏道ぶつどうに励み、姉娘の菩提ぼだいを弔とむらった。この話を聞いた人々は皆、不思議な話だと思ったという。

            　

            （了）


        
        
            狐きつねの妖怪ようかい

            　

            　

            　近江おうみ国の武佐宿むさのしゅくに割竹わりたけ小弥太こやたという男がいた。甲賀こうがの出身で相撲をたしなみ、力が強く豪胆な心の持ち主だった。武佐宿に移ってからは旅人に宿を貸す旅籠はたごを営んでいた。

            　ある時、小弥太は所用があって篠原堤しのはらづつみを歩いていた。日は既に暮れかかり、前にも後ろにも人の姿はない。ただ一人で道を急いでいると傍らから一匹の狐きつねが飛び出した。

            　見ると頭に人の髑髏しゃれこうべを載せている。狐は立ち上がって北に向かって礼拝すると、髑髏は地面に落ちた。すると狐は再び髑髏を頭に載せて礼拝し、また落とした。落としたり載せたりを七、八度繰り返すとようやく落ちなくなって動きが軽快になり、百度ほど北に向かって拝んだ。

            　不思議に思いながら立ち止まって見ていると突然、狐は十七、八歳の女になった。その美しさは国中で並ぶ者がいないほどである。日は既に暮れ果てて辺りは暗く、女は小弥太の前に立つと声を上げ、悲しげに泣きながら歩き始めた。

            　小弥太は元から大胆不敵な性格だったため、恐れることなく女に近づいて声を掛けた。

            「どうしましたか。あなたは何者で、どういった事情で日暮れに一人で悲しげに泣き叫び、どこに向かおうとしていたのですか」

            　女は泣く泣く答えた。

            「わたしはここから北にある余五よご郡の者です。先に、山本山やまもとやま城を攻略するために木下藤吉郎とうきちろうという大将がやって来て陣を構え、退却時に余五・木下きのしたの辺りをすべて焼き払いましたが、その際に父と兄弟は山本山で討ち死にしました。母は心労のあまり病に倒れ、その後、家に押し入った軍兵ぐんぴょうが財宝を余すことなく奪い取ろうとするところを、声を上げて抗議したために斬り殺されてしまいました。わたしはあまりの恐ろしさに草むらの中に隠れていたので何とか命は助かりましたが、今や両親も兄弟もおりません。拠より所のない孤児みなしごとなって行く当てもなく、今はただ身を投げて死のうと思い、悲しさに耐え切れず、人目もはばからずに泣いていました」

            　話を聞いた小弥太は思案した。

            「これはまさしく、狐が化けてわたしをたぶらかすつもりのようだ。それならば、逆にわたしがこの化け狐を騙だまして一儲もうけしてやろう」

            　小弥太は女に向かって言った。

            「親兄弟と死に別れて頼るべき者もいないとは、何とも気の毒な話です。我が家は貧しいとはいうものの、幸いなことに一人を養うくらいは何とでもなります。家事を覚えて励んでくれるのなら、あなたを信用し、面倒を見て差し上げましょう」

            　これを聞いて、女は大いに喜んだ。

            「わたしのことを憐あわれんで養っていただけるのなら、我がためにも父母の生まれ変わりと思ってご奉仕します」

            　小弥太は女を連れて武佐宿むさのしゅくに帰り、妻に引き合わせた。女が泣きながら先ほどの事情を訴えると妻は気の毒に思い、家に引き取ることになった。女は器量がよかったため、非常にかわいがられたが、小弥太は狐が化けていることを妻に露つゆほども語らなかった。

            　

            　天正てんしょうの初めに、近江おうみ国はようやく平穏になった。北の郡は木下藤吉郎とうきちろうの領地となり、石田某なにがしという者が市司いちのつかさに任じられて京から下ってきた。その道中、武佐宿むさのしゅくにある小弥太こやたの宿に泊まった石田は、女に会って一目惚ぼれした。

            「ぜひとも、この女をわたしに譲ってもらいたい」

            　頼み込む石田に、小弥太は答えた。

            「由緒ある大名の皆さまがご所望されましたが、まだどこにも行かせてはおりません。もし、わたくしどもが生活するために必要なものをいただけましたら、石田様にお譲り致しましょう」

            　石田は金百両で小弥太から女を買い取り、岐阜の屋敷に連れて帰った。

            　

            　女はとても才覚が優れていた。万事につけて気が利き、非常に利発で、人の心に先んじて物事をこなす様は理想通りだったので、石田は本妻を差し置いてひたすらこの女を寵愛ちょうあいした。しかし、女は少しもおごることはなく、本妻の気持ちを察して慎ましく振る舞った。

            「わたしはしがない妾めかけです。どうして奥方の心に背くようなことを致しましょうか」

            　そう言って昼夜を問わず熱心に働いたので、本妻もさすがに憎からず思い、女をとてもかわいがった。

            　また、女は屋敷を出入りする者たちにも相応に物を取らせた。絹の小袖こそでや帛紗ふくさ、針、白粉おしろいの類たぐいなど、普段、蓄えているようには見えなかったのに、どこからか取り出して分け与えた。しかも、率先して麻糸を紡ぎ、縫い物や絵描き、花結びまでこなした。

            　このことは世間の評判となり、人々は「石田の家は賢女けんじょを手に入れた」と噂うわさし合った。

            　

            　それから半年後、石田はまた京に上ることになった。

            　出発に際し、女は石田に向かって言った。

            「必ずや私心を忘れて忠義を尽くし、千両より価値のあるあなたさまの身を些細ささいなことで台無しにはしないでください。また、お屋敷のことはこのわたしにすべてお任せください」

            　女に見送られながら石田は京へと出立した。

            　

            　石田は京の高雄たかおで祐覚ゆうがくという名の僧都そうづと対面した。

            　祐覚はしげしげと石田の顔を見て告げた。

            「石田殿は妖怪に犯され、精気せいきを吸われております。早く治療しないと命を落とすことになるでしょう。この程度の人相を見逃す拙僧せっそうではございません」

            　石田は相手の言葉をまったく信用せず、「わたしを欺こうとする悪僧あくそうの妄言もうげんなど、もう聞き飽きた」と笑い飛ばしたが、程なく体調を崩してしまった。顔面が黄色くなり、身体が痩せて肉や脂あぶらがそげ落ち、放心して完全に正気を失ってしまった。

            　驚いた家人けにんたちは薬師くすしを呼び、様々な治療を行ったもののまったく効果がない。この時になってようやく祐覚の話を思い出し、本人を呼んで診てもらった。

            「これは見間違えようがありません。以前に拙僧が申し上げたことを信じなかったため、病に陥ったのです。仏法の道は慈悲を第一とします。祈祷きとうにて治しますので、早く国に戻ってお待ちください。準備が整い次第、拙僧もすぐに下って治療致します」

            　仰天した家人けにんたちは祐覚ゆうがくと共に夜を徹して岐阜に戻った。

            　屋敷に到着すると祐覚は祭壇さいだんを設け、二十四行ぎょうの供物くもつ、二十四の灯明とうみょう、十二本の幣へいを立て、四種の香を焚たき、紙に書かれた祭文さいもんを読み上げて祓はらいを行った。

            　

            ◇

            　

            　天正てんしょう歳次さいじ甲戌きのえいぬ年某月某日、石田氏某は妖狐ようこのために病を患っている。初めに陰陽いんようの二気に分かれ、天地人てんちじんの三才さんさいが生じ、物や人がそれぞれの類たぐいに従って性質や形を定められて以来、この世のあらゆるものの品位ひんいは同じではない。ここに怪奇かいきをほしいままにし、木の葉をつづって衣とし、髑髏しゃれこうべを被かぶって頭髪とし、姿を変えて人に媚こびを売る狐魅こみの妖怪がいる。これは凍結した川を渡る際に氷の音を聞くほどに疑い深く、地面に尾おを叩たたき付けて火を出し、祟たたりをなすことを決してやめない。このため、唐の大安たいあん禅師ぜんじは心を阿羅漢あらかんの地に置き、百丈懐海ひゃくじょうえかい禅師は因果の禅をなじられた。千年で得た霊力を用いて両脚りょうあしで立ち、人を惑わし、腹を割いて両手で臓腑ぞうふを破るのが妖狐ようこなのである。

            　これなる石田氏某は軍戸ぐんこの将帥しょうすい、武家の名士である。何故なにゆえにみだりに穢けがれをもたらし、彼の精気を奪うのか。汝なんじは武佐むさの旅館に身を寄せた後に、良家の寝屋ねやで愛を育んだ。汝の姿は綏々すいすい、汝の名は紫々しし。その醜き名を唱えて、ここに恥を示す。狐は死の際に棲すんでいた丘に首を向け、決して過去を忘れないと言うが、一方で虎の威いを借る悪賢わるがしこさは隠しようがない。汝、今速やかにここを去れ。すぐに立ち去れ。九尾きゅうびの狐は誅ちゅうされた後、千年経たっても許されぬことを知らぬのか。誰もが汝の妖媚ようびを嫌い、憎むであろう。もし速やかに退かぬ場合、国中にある大小の神社に呼び掛け、四殺しせつの剣で殺し、六害りくがいの水に沈めん。

            　

            ◇

            　

            　読み終えるや否や、にわかに黒雲こくうんが立ちこめて大雨が降り、激しい雷電らいでんが鳴り渡ったかと思うと、女は激しく怯おびえ惑い、そのまま倒れて死んでしまった。驚いた家人けにんたちが近寄ってみると、それは頭に人の髑髏しゃれこうべを被かぶった大きな古狐ふるぎつねだった。

            　この女が人に与えていた物を集めて確認すると、絹の小袖こそでに見えたのは芭蕉ばしょうの葉、白粉おしろいだと言っていたのは糠ぬかや埃ほこり、針だと思っていたのは松の葉だった。石田は気分がよくなって病もすぐに回復し、狐に騙だまされていた品々を見て驚愕きょうがくした。

            　祐覚ゆうがくは狐の死体を遠方の山奥に埋め、護符ごふを貼って穢けがれを祓はらった。また、丹砂たんしゃや蟹黄かいおうなどを調合した薬を石田に飲ませて体力を回復させた。

            　その後、石田は武佐むさにいる小弥太こやたの屋敷に人を遣わしたが、女を売った金で裕福になり、既に引っ越してどこに行ったのかも分からなかった。

            　まさに「狐魅こみはよく人を惑わす」という言い伝えの通りである。また、人々は祐覚僧都そうづの法験ほうげんに感嘆したという。

            　

            （了）

            


        
    

    
        巻之三

        　

        一、妻の夢を夫おっと面まのあたりに見る

        二、鬼谷きこくに落おちて鬼となる

        三、牡丹灯籠ぼたんのとうろう

        四、梅花屏風ばいかのびょうぶ


        
            妻の夢を夫おっと面まのあたりに見る

            　

            　

            　周防すおう国山口の城主・大内義隆よしたかの家人けにんに、浜田与兵衛よへえという者がいた。彼の妻はもともと室津むろつの遊女だったが、与兵衛が見初そめて以来、この上なく思い続けて深い仲になり、ついに正妻として迎えることができた。美しい容姿の上に風流で情も深く、歌道かどうに通じ、手跡しゅせきも見事だった。しかるべき前世からの契りだったのか、与兵衛の妻となった後も互いに深く愛し合い、来世までもと約束し合った。

            　

            　ある時、京都の将軍の召集命令で上洛じょうらくした義隆よしたかは、正三位しょうさんみで侍従じじゅう兼太宰だざい大弐だいにに任命され、しばらく都に逗留とうりゅうすることになったが、与兵衛よへえも主君に同行していた。

            　与兵衛の妻は夫が恋しく、いつ帰ってくるのかと待ちわびていた。八月十五日、曇って月の見えない夜空を眺めながら歌を詠んだ。

            　

            思ひやる都の空の月影つきかげをいくえの雲かたちへだつらむ

            （都で月を見ているあなたに思いを馳はせようとしても、幾重いくえもの雲に遮られて、わたしの思いは届きません）

            　

            　眠ることができない妻は枕を一人で整え、なかなか明けない夜を恨みながら横になった。

            　

            　その日、義隆よしたかは周防すおう国に戻ったが、与兵衛よへえは夜が更けるまで城に詰めた後に、惣門そうもん外にある我が家へと向かった。

            　雲が空を覆う暗い月の下、見えづらい道を歩いていると、道ばたで半町ちょうばかりの草むらに幕を張り巡らし、明るい灯火ともしびを掲げ、男女十人ほどが月に浮かれて酒宴をしていた。

            「今宵、国主こくしゅが国に戻り、民たちは各自の家で喜んでいるというのに、いったい何者がこのようなところで宴うたげを催しているのか」

            　不審に思った与兵衛は密かに立ち寄り、茂った柳の木にそっと身を隠して様子を窺うかがうと、一座に自分の妻もいて、話をしたり笑ったりしていた。

            「これはどういうことだ。誠にけしからん」

            　与兵衛は深く恨みながら妻たちの様子を観察した。

            　やがて、上座の男が妻に向かって言った。

            「今宵の月は誠に残念である。情け知らずのこの雲で一首詠んでくださらぬか」

            　固辞したものの、人々がどうしてもと勧めるので歌を詠んだ。

            　

            きりぎりす声こゑも枯れ野の草むらに月さへ暗くらしことさらに鳴け

            （こおろぎよ、このように月の暗い夜ですから、せめて枯れ野の草むらで鳴いてくれませんか）

            　

            　柳の陰で隠れて聞いていた与兵衛はしみじみと涙を流し、座の人々もさらに興じて杯さかずきを巡らせた。

            　十七、八歳と思おぼしきある少年の前に杯が置いてあったが、一向に口にしようとしないので人々が無理に勧めると、少年は「先の女性の歌があれば飲みましょう」と言った。

            「先ほどは一首だけという話だったので詠んだのです。どうかお許しくださいませ」

            　妻は断ろうとしたが、いくら言っても聞き入られないため、仕方なくもう一首詠んだ。

            　

            ゆく水のかへらぬ今日けふを惜おしめただ若きも年はとまらぬものを

            （流れゆく水は決して元には戻りません。時は止まらないものですから、若いといってもどうか今日という日を無駄にしないでください）

            　

            　杯が巡り、再び「また詠うたってもらえぬだろうか」と頼まれると、今度は今様いまようを一節歌った。

            　

            さびしき閨ねやの独ひとり寝ねは

            風ぞ身にしむ荻おぎはらや

            そよぐにつけて音づれの

            絶たえても君に恨うらみはなしに

            恋しき空に飛ぶ雁かりに

            せめて便りをつけてやらまし

            （あなたのいない寝床での独り寝は風が身に染みます。野で荻おぎが風にそよぐように逢瀬おうせが途絶えても、わたしはあなたを恨みません。空を飛ぶ雁かりに、せめてこの気持ちを託したいと思うだけです）

            　

            　何か感じたところがあったのか、座にいる儒学者と思おぼしき男が涙ぐみながら漢詩を吟ぎんじた。

            　

            蛍火けいか白楊はくやうを穿うがち

            悲風ひふう荒草くはさうに入いる

            疑うたがふらくに是これは夢中むちうの遊あそび

            愁うれひて一盃いつぱいの酒さけを斟くむ

            （蛍の火が柳の木を穿うがち、もの悲しい風が草むらを通り抜ける。これは夢の中での宴うたげではないかと疑い、嘆きながら一杯の酒を酌くむ）

            　

            「どうして今宵限りの夢がありましょう。人の世はすべてが夢なのです」

            　そう言って与兵衛の妻が涙を流すと、上座の男が腹を立てた。

            「この場で涙を流すとは、何ともいまいましい奴め」

            　男が投げた杯は妻の額に当たった。怒った妻が座の下から石を取り出して投げ返すと、相手の頭に当たって血がほとばしり、滝のように流れた。驚いた人々が騒ぎ始めた次の瞬間、急に灯火ともしびが消えて人も消え去り、ただ草むらには虫の音だけが残った。

            　

            　与兵衛は驚き怪しんだ。

            「ひょっとして我が妻は既に死去し、幽霊として現れたのだろうか」

            　嘆き悲しみつつ帰宅すると、妻が横になっていた。慌てて呼び掛けながら身体を揺り動かすと、妻は起き上がって与兵衛の帰りを喜んだ。

            「あまりにも待ちわびて、少しまどろんでいました。夢の中で、草むらで開かれている十人ほどの酒宴に加わり、皆にせがまれて、あなたの恋しさを歌に詠みました。わたしが涙を流したことに怒った上座の男が杯を投げてきたので、石を取って投げ返し、場が騒然とし始めたところで夢から覚めました。夢の中で投げつけられた杯が額に当たりましたが、目が覚めた今もその辺りが痛みます」

            　妻が夢で詠んだという歌や詩は、自分が見聞きした内容とまったく同じだった。

            「それでは、柳の陰で隠れて見たのは、妻の夢の中の出来事だったのか」

            　何とも不思議なことだと、与兵衛は感慨にふけったという。

            　

            （了）


        
        
            鬼谷きこくに落おちて鬼となる

            　

            　

            　若狭わかさ国遠敷おにゅう郡熊川くまかわというところに蜂谷はちや孫太郎まごたろうという男がいた。実家が裕福で金に困らないため、畑仕事や商あきないなどをせず、ただ儒学を好み、書物を少しかじって「これより素晴らしいものはない」と感動し、学問に通じていない者を馬鹿ばかにし、読み書きできる人に対しても「自分の方が勝っている」と傲慢ごうまんな態度を取った。しかも仏法をあげつらい、善悪ぜんあく因果いんがの理ことわりや三世さんぜい流転るてんの教えを破り、地獄・天堂てんどう・娑婆しゃば、浄土じょうどの説を笑い、鬼神きしんや幽霊のこともまったく信じなかった。

            「人は死ぬと魂こんは陽ように環かえり、魄はくは陰いんに環かえる。肉体は土となって何も残らない。飽きるほど美食を食べ、小袖こそでを身に纏まとい、妻子を養いながら楽しみを極めるのが仏である。粗末な食べ物すら満足に食べることができず、肩を裾すそと間違えたまま一着の麻衣あさぎぬを結んでなりふり構わず働き、妻子を売り、辛苦しんくをなめるのは餓鬼道がきどうである。人の家の門に立って、声の限りを出して物を乞こい、人の食べ残しを食らっても汚いとも思わず、石を枕にして草むらで横たわり、雪が降っても赤裸あかはだかでいる者は畜生ちくしょうである。罪を犯して牢獄ろうごくに放り込まれ、縄を掛けられ、首をはねられ、身を試し斬りされ、骨を砕かれ、あるいは水責ぜめ・火あぶり・磔はりつけにされるのは地獄道で、これらを取り扱うのが獄卒ごくそつである。この他にはまったく何もない。目にも見えぬ来世のことや、本当は存在しない幽霊、僧・法師・巫かんなぎ・神子みこたちの言うことを信じるのは愚か者である」

            　孫太郎はこのように悪あしざまに言った。中にはいさめる者もいたが、『四書ししょ』や『六経りくけい』の一節を引き合いにして無理やりに意味をこじつけて、弁舌べんぜつに任せて言いくるめる有様ありさまで、傍若無人な振る舞いは言葉では言い尽くせないほどであった。人々は「鬼孫太郎おにまごたろう」と呼び、誰も相手にしようとはしなかった。

            　

            　ある日のこと、孫太郎は敦賀つるがに所用があり、たった一人で出掛けたが、日が高い時分に家を出たため、今津いまづ河原がわらの辺りで日が暮れてしまった。

            　近江おうみ国や北の庄しょうで兵乱があった後なので人の往来はまばらで、見知らぬ者に宿を貸してくれる家もなかった。河原の方に出て辺りを見渡すと人の白骨がここかしこに散らばり、水の流れも寂しく、日がすっかり暮れて四方の山々は雲に覆われ、立ち寄るべき宿もない。どうしたものかと悩んでいると、北の山際やまぎわに少し茂った松林があったため、ここに分け入って木の根を枕にして横になった。

            　

            　しばらくすると、梟ふくろうのすさまじい鳴き声がして、狐火きつねびが恐ろしげに光り出した。梢こずえを渡る夕嵐ゆうあらしが身に染み、何となく心細く思いながら周囲を見回すと、七、八つほどの人の死骸が、西や南に頭を向けて倒れ伏している。蕭々しょうしょうと吹く風に混じって小雨が音を立てて通り過ぎ、空に稲光いなびかりがひらめいて雷が鳴り渡ったかと思うと、突然、近くで倒れ伏していた屍しかばねが一斉に起き上がり、よろめきながら孫太郎を目がけて集まってきた。その恐ろしさは例えようがなく、慌てて松の木に登った。

            　屍しかばねたちは木の根元に集まり、「今宵のうちにこの者を捕らえるべし」と騒いだ。

            　やがて雨がやみ、空が晴れて澄んだ秋の月が輝き出すと、一匹の夜叉やしゃが走ってきた。身体は青く頭に角が生え、裂けるような大きな口をしている。夜叉は髪を振り乱しながら両手で屍をつかんで首を引き抜き、手足をもぎ取り、まるで瓜うりをかじるように食べ始めた。すっかり食べ尽くすと孫太郎がいる松の根を枕にして眠り、いびきの音が地に響いた。

            「もし、この夜叉が眠りから覚めたら、きっと引きずり下ろされて食い殺されてしまうだろう。寝入っている間に逃げよう」

            　孫太郎は静かに木から下りて一目散に逃げ出したが、夜叉はすぐに目を覚まして追い掛けてきた。

            　

            　山の麓に古い寺があった。軒のきが破れて壇だんが崩れ、住んでいる僧も見当たらない。堂中に大きな古い仏像があるのに気がついた孫太郎は走り込んで「お助けください」と仏に祈った。仏像の後ろに回ってみると背中に穴が開いていたため、中に入って姿を隠すことにした。

            　遅れてやって来た夜叉やしゃは堂内を探し回ったが、仏像の腹の中までは気が回らなかったらしく、しばらくすると立ち去った。

            　これで安心だとほっとしたところ、突然、この仏像が足踏みをして拍子を取り、腹を叩たたきながら歌い始めた。

            「夜叉はこの人間を求めて取り逃がし、我は求めていないのに運よく手に入れた。今夜の点心てんしん（間食）を手に入れた」

            　からからと笑いながら堂を出て歩き始めたが、足元の石につまずいてはたと倒れ、その拍子に手足が砕けてしまった。

            　穴から這はい出た孫太郎は仏像に向かって罵ののしった。

            「わたしを食らおうとして罰が当たったのだ。人を助ける仏が結構なことだ」

            　

            　古寺から東に行くと、野原で煌々こうこうと明かりを灯ともして大勢の人々が座しているのが目に入った。一安心して駆け寄ると、彼らは首がない者や手のない者、足のない者たちで、皆丸裸で並んで座っていた。肝をつぶして走り抜けようとしたところ、化け物たちは激怒した。

            「我らの酒宴を途中で白けさせるとは、忌々いまいましい奴め。捕らえて酒の肴さかなにしてやろうぞ」

            　そう言いながら立ち上がって追い掛けてきた。山際やまぎわに沿って走ると川があった。流されながら何とか渡り、反対岸にたどり着くと、化け物たちは諦めて立ち去った。

            　

            　孫太郎は耳元にまだ大声で騒ぐ化け物たちの声が残っていて、身の毛がよだち、生きた心地がしないまま足に任せて歩いた。

            　半里りほど進んだろうか。草が茂る山あいに差し掛かったところ、月は既に西に傾き、雲に覆われて辺りが暗くなっていたため、石につまずいた拍子に穴に落ちてしまった。とても深い穴で、百丈じょう（三百メートル）ほど落ちてようやく底にたどり着くと、生臭い風が吹き、すさまじい恐怖が骨の髄ずいまで染み渡った。暗闇に目が慣れてから辺りを見回すと、そこは鬼の棲すみ処かであった。

            　髪が赤く二本の角が火のような鬼、青い毛が身体中に生えて翼が生えている鬼、鳥のようなくちばしがあって牙が食い違っている鬼、牛の頭で獣の顔の鬼、身体が紅べにのように赤い鬼、藍あいのように青い鬼、眼光が稲光のようで口から火炎を吐く鬼などがいる。

            　鬼たちはやって来た孫太郎を見て、互いに言い合った。

            「こいつは我らの国の障さわりになる者だ」

            「取り逃がすな」

            「早く縛り上げろ」

            　鬼たちは孫太郎を捕らえると鉄の首枷かせをはめ、銅の手枷かせを付けた上で、鬼の大王の庭前ていぜんに連行した。

            　

            　鬼の大王は憤慨して言った。

            「貴様は人間でありながらみだりに三寸の舌を動かし、唇を翻して、鬼神きしんや幽霊などいないと言って我らをないがしろにし、恥をかかせたろくでなしである。確か貴様はいつも典籍を読んでいたな。――『中庸ちゅうよう』に曰いわく、『鬼神きしんの徳、それ盛さかんなるかな』（鬼神の徳は盛大である）と。『論語』に曰く、『鬼神きしんを敬けいしてこれを遠とをざく』（鬼神は敬いつつ、遠ざけるべきである）と。『易経えききょう』の睽きの卦けに曰く、『鬼きを一車しゃに載のす』（鬼と同じ車に乗る）と。詩の『小雅しょうが』に曰く、『鬼きをなし、蜮こくをなす』（鬼なのか、それとも沙虫いさごむしなのか）と。その他、『左伝さでん』にある晋しんの景公けいこうの夢や鄭ていの大夫たいふ・伯有ゆうはくのことなど、すべて鬼神について言及したものである。『怪力乱神かいりょくらんしんを語らず』（怪異・剛力・反乱・鬼神といった理ことわりから外れたものには近寄るべきではない）という言葉を曲解し、みだりに鬼神を侮るのは何故なにゆえであるか」

            　語り終えると部下の鬼たちに命じ、孫太郎を袋叩だたきにした。

            「この者の身の丈を長くしろ」

            　王の命に従い、鬼たちが集まって孫太郎の首から手足までを引き伸ばすと、身長が三丈（約九メートル）ほどになった。竹竿たけざおのような姿に鬼たちは笑いどよめき、立たせて歩かされた孫太郎は、ふらふらした後に倒れた。

            「今度は身の丈を短くしろ」

            　鬼たちは再び孫太郎を捕まえ、団子のように手で丸めて平らにしたところ、身体は横に広がって身長が低くなった。小突かれて歩かされた孫太郎がよろめきながら蟹かにのように動くと、鬼たちは手を打ちながら大笑いした。

            　ある年老いた鬼が言った。

            「お主はいつも『鬼神きしんなどいない』と言って我らを辱めてきたが、今、こうして身体を長くしたり短くしたりされ、散々になぶり弄もてあそばれて大恥をかいた。何とも不憫ふびんなので、もう許してやろう」

            　孫太郎を引っ張って投げると元の姿になった。

            「それでは、これで人間界に帰してやろう」

            　すると、「こやつをそのまま帰してしまっては意味がない。餞別せんべつをくれてやろう」と言って鬼たちが集まってきた。ある鬼は「わしは雲路くもじを分ける角を取らせよう」と言って、両角を孫太郎の額に置いた。ある鬼は「俺は風を受けると音を立てるくちばしをやろう」と言って、鉄のくちばしを唇に加えた。ある鬼は「わたしは朱色の乱れ髪を譲ろう」と言って、紅花べにばなの水で髪を染めた。ある鬼は「我は緑に光る眼まなこを与えよう」と言って、二つの青い珠たまを目の中に押し込んだ。

            　

            　穴から送り出された孫太郎は家に帰ろうと思い、今津いまづ河原がわらから道に差し掛かった。だが、雲路くもじを分ける二本の角が差し向かい、風を受けると音を立てるくちばしが尖とがり、朱色の乱れ髪が炎のように逆立ち、緑に光る眼まなこが輝く、恐ろしい鬼の姿になっていた。

            　熊川くまかわの家にたどり着いて屋敷に入ると、妻や下人げにんたちは恐れおののいた。孫太郎は一部始終を語り、「姿は変わってしまったものの、心はまったく変わっていない」と涙ながらに訴えた。

            「このような姿を目にするのは誠に情けなく、悲しくてなりません」

            　妻はそう言いながら頭に帷子かたびらを掛けて嘆き悲しんだ。

            　幼い子どもが怖がって泣きながら逃げ惑い、近所の者たちが集まって手を打ちながら怪しむ様に耐えられなくなった孫太郎は、屋敷の戸を閉じて誰にも会わず、何も食べずに引き籠こもり、思い悩んだ末にとうとう心を病んで死んでしまった。

            　その後、しばしば幻のように、元の孫太郎の姿で家の周囲を徘徊はいかいする様が目撃されたが、法要ほうようを営んだところ二度と現れなかったという。

            　

            （了）


        
        
            牡丹灯籠ぼたんのとうろう

            　

            　

            　京では毎年、七月十五日から二十四日までの間、どの家でも精霊しょうりょうの棚を飾って祭る習わしになっている。また、花や鳥、草木を優美にかたどった灯籠とうろうに灯火ともしびを入れ、精霊棚や町家の軒のき、先祖の墓前に吊つるし、夜もすがら灯ともしておく。この時期、往来は多くの見物人で賑にぎわい、彼らの間を縫うように、集まった踊り子たちが高らかな音頭おんどに合わせて身振みぶりよく踊る様が見られる。これは身分の上下を問わぬ盂蘭盆会うらぼんえの風物詩である。

            　天文てんぶん十七年（一五四八年）のこと、五条京極に荻原おぎわら新之丞しんのじょうという男がいた。先日、妻に先立たれたばかりで、愛執あいしつの涙が袖に余り、恋慕れんぼの炎が胸を焦がし、一人寂しく窓辺で在りし日を思い出しながら悲しみに暮れていた。

            「今日から精霊しょうりょう祭りか。今年は妻も故人の一人として数えられることになってしまったのだな」

            　経を読んで供養し、友人の誘いを断って外出もせず、心が沈んだまま茫然ぼうぜんと門前でたたずんだ。

            　

            いかなれば立たちも離れず面影おもかげの身に添ひながら悲しかるらむ

            （妻の面影が離れず、いつもそばにありながら、どうしてこんなに悲しいのだろうか）

            　

            　新之丞は古歌を口ずさみ、溢れる涙を袖で押し拭った。

            　

            　十五日の夜が更けるにつれて遊び歩く人々も次第にまばらになり、やがて辺りが寝静まった頃、二十歳はたち前後の美しい女が緩やかに通り過ぎた。

            　鮮やかな蓮はすの葉を思わせる目尻に桂かつら（三日月）の眉、艶やかな緑髪りょくはつ、柳のようなたおやかな身のこなし――女の容姿は言葉に尽くせぬほどに麗しく、付き添いの十四、五歳の女童めのわらわに綺麗な牡丹ぼたんの灯籠とうろうを持たせていた。

            　月明かりの下で女を目まの当たりにした新之丞しんのじょうは、思わず息をのんだ。

            「これは天から下った天女が人間界で遊んでいるのか、それとも大海わだつみから出た竜宮りゅうぐうの乙姫おとひめが地上で気晴らしをしているのか。いずれにしても、この世の者とは思えぬ美しさだ」

            　女の美貌に惹ひかれて魂が飛び、心が浮かれて抑えることができず、いつしか二人の後に付き従った。

            　新之丞は前になり後ろになり、相手に気がある素振りを示したところ、やがて一町ちょうほど西に行ったところで女は立ち止まり、振り返って静かに微笑ほほえんだ。

            「わたしは人と約束をし、待ちわびている身ではございません。ただ今宵の月に誘いざなわれ出たものの、気がつくといつの間にか夜更けになり、帰り道が恐ろしく思っていたところです。もしよろしければ、屋敷まで送っていただけませんか」

            　新之丞は女の前に進み出た。

            「もう随分と夜深い時分ですので、まだ距離があるようでしたら、あまり具合がよろしくありません。我が家は塵ちりがうずたかく積もった見苦しいあばら屋ですが、もしわたしを頼って夜を明かすのが嫌でなければ、一夜の宿としてお貸ししましょう」

            　戯れて言うと、女は微笑しながら答えた。

            「いつも窓から漏れ入る月を一人で眺め、夜を明かすわびしさを感じておりましたので、あなたからの申し出をとても嬉しく思います。情けに弱いのが人の心というものです」

            　そう言って道を引き返してきた女の手を取り、屋敷に戻った。

            　

            　帰宅した新之丞しんのじょうは酒を取り出し、女童めのわらわに酌をさせて女と飲み交わした。

            　傾いた月の下、女から色よい言葉を掛けられた新之丞は、ある古歌を思い出した。

            　

            忘れじの行く末までは難かたければ今日けふを限りの命ともがな

            （「死ぬまであなたのことを忘れない」という約束ができないのなら、いっそのこと今日限りの命であって欲しい）

            　

            　これが自分の行く末を暗示していたとは思いも寄らぬまま、新之丞は歌を詠んだ。

            　

            また後のちの契りまでやは新枕にゐまくらただ今宵こよひこそ限りなるらめ

            （来世の約束までは難しいかもしれませんが、ただ今宵が最後だと思って、わたしと枕を交わしてくれませんか）

            　

            　女は返歌で応えた。

            　

            夕ゆふな夕な待つとし言はば来こざらめや託かこち顔がほなる予言かねことはなぞ

            （毎晩、わたしを待っていると言ってくれたら、必ずあなたのもとを訪れます。だから恨みがましい顔で、そのようなことを言わないでください）

            　

            　新之丞はいよいよ喜び、互いに下紐したひもを解くと初めての契りを結んだ。

            　

            　睦言むつごとが尽きないうちに、早くも明け方となった。

            「あなたはどこに住んでいるのですか。ここは朝倉あさくらの木の丸殿まろどのではありませんが、名乗ってくれませんか」

            　新之丞しんのじょうが尋ねると女は答えた。

            「わたしは藤原氏の末裔まつえい、二階堂にかいどう政行まさゆきの子孫です。往時おうじは権勢を誇り、家も栄えておりましたが、世が変わり、今はあるかなきかの有様ありさまで寂しく暮らしています。父・政宣まさのぶは京都の戦乱で討ち死にし、兄弟もすべて絶えて家勢かせいが衰え、今はわたしと女童めのわらわの二人で万寿まんじゅ寺の辺ほとりに住んでいます。こうして名乗るにつけても、恥ずかしくも悲しい気持ちで耐えられません」

            　その言葉は上品で、はっきりとした口調の受け答えには愛嬌あいきょうがあった。

            　既に横雲がたなびき、月が山の端はに傾き、灯火ともしびが白くかすかに残る時分に、名残が尽きぬまま女は起きて帰って行った。

            　その後、女は日が暮れるとやって来て明け方に帰り、「夜ごとに通い来る」という約束を違たがえなかった。新之丞の心は乱れて分別がつかなくなり、女がいじらしく「契りは千世も変わらない」と通い来る嬉しさに、昼間でも他の者と会おうとしないまま二十日余りが過ぎた。

            　

            　新之丞しんのじょうの隣の家に、道理をよくわきまえた老人が住んでいた。

            「奇妙なことに、萩原の家から若い女の声が聞こえてくる。夜ごとに歌ったり笑ったりしているのはどういうことか」

            　ある夜、老人が壁の隙間から覗のぞき見してみると、灯火ともしびのもと、新之丞が一体の骸骨と差し向かって座っていた。新之丞がものを言うと、骸骨は白骨の手足を動かしながら髑髏しゃれこうべでうなずき、口と思おぼしき場所から声を響かせて話をしている。

            　仰天した老人は、夜が明けるのを待ちかねて新之丞を呼び寄せ、問いただした。

            「最近、夜になるといつも客人があるようだが、いったい何者なのだ」

            　しかし、新之丞はひた隠しにして話そうとしないため、老人は諭すように言った。

            「お前には必ずや禍わざわいが訪れるだろう。何を隠そう、わしは昨夜、壁からお前の家を覗のぞいたのだが、逢あい引きしていた相手は骸骨の物の怪けだった。およそ人として命がある間は清らかな陽気ようきが盛んだが、死んで幽霊になると陰気いんきが激しくなって邪よこしまに穢けがれるため、死者を忌いむのだ。今、お前は陰気に満ちた幽霊と同座していることに気づかず、穢けがれた邪悪な化け物と同衾どうきんしてもまったく感づかない。このままでいたら、いずれ己の陽気を奪われ尽くされるだろう。禍わざわいによる病は薬や鍼灸しんきゅうでは治らず、結核や労咳ろうがいの悪症を呈ていし、萌もえ出いづる若草のような年のまま、老い先長く生きることができず、すぐに黄泉路よみじの客となって苔こけの下に埋もれるに違いない。誠に悲しいことだ」

            　話を聞いた新之丞は初めて驚き、恐怖に震え上がった。

            　事の次第を語ると、老人は言った。

            「女が万寿まんじゅ寺の辺ほとりに住んでいるというのなら、そこに行って確かめてみるがよかろう」

            　新之丞は助言に従って五条を西に向かい、万里までの小路こうじ一帯を尋ね歩いた。堤つつみの上や柳の林を巡り、人にも尋ねたが、目的の屋敷は見つからない。やがて日が暮れてきたので万寿寺の中に入ってしばらく休んでいたが、何となく湯屋ゆやの後ろを北に向かって歩いて行くと古びた霊廟れいびょうがあった。

            　近づいてみると、棺ひつぎの表に「二階堂にかいどう左衛門尉さえもんのじょう政宣まさのぶが息女弥子いやこ、吟松院ぎんしょういん冷月れいげつ禅定尼ぜんじょうに」と書いてある。しかも、その傍らには「浅茅あさぢ」と名が記された伽婢子おとぎぼうこが置いてあり、棺の前には古びた牡丹花ぼたんかの灯籠とうろうが掛けられていた。

            　間違いなくこれだと確信した新之丞は、身の毛がよだつほど恐ろしくなり、後ろを振り返らずに寺を走り出ると一目散に家に逃げ帰った。

            　

            　ここ最近、心惹ひかれて惑っていた恋もすっかり冷め果て、我が家にいるのも恐ろしく、日暮れを待ちかねて夜明けを恨んだ心もいつしか失われた。

            「今夜、もしやって来たらどうしたらいいだろうか」

            　新之丞しんのじょうは隣の老人の家に行き、宿を借りて夜を明かした。「これからどうすべきか」と憂うれい嘆くと、老人が言った。

            「東寺とうじの卿公きょうのきみは修行と学問を兼ね備えた人物で、しかも験者げんじゃとしても名高い。すぐに行って頼るとよかろう」

            　新之丞はさっそく東寺に赴き、卿公きょうのきみと対面した。

            「汝なんじは化け物の気で精血せいけつを失い、魂が昏惑こんわくしている。あと十日も過ぎれば命を失うだろう」

            　新之丞が一部始終を話すと、卿公きょうのきみはすぐに護符ごふをしたためて渡した。指示された通りそれを門に貼り付けたところ、女は二度と現れなかった。

            　

            　それからおよそ五十日後、新之丞しんのじょうは東寺とうじを訪ねて卿公きょうのきみに礼を述べ、酒に酔って帰途についた。道中、さすがに女の面影が恋しかったのか、万寿まんじゅ寺の門前近くに立ち寄って中を覗のぞき込んでみると、目の前にいきなり女が現れた。

            「先日に約束してくれた言葉は早くも偽りとなり、薄情の色が見えております。初めはあなたの愛情が浅くないことを頼りに我が身を任せ、暮れに屋敷を訪れて翌朝に辞し、『何時迄草いつまでぐさのように永遠に変わらない』と契ったのにもかかわらず、卿公きょうのきみとかいう者による容赦ない術が災いし、あなたの心が離れてしまいました。しかしながら、幸いにも今日、こうして再びお逢あいできたことを大変嬉しく存じます。さあ、こちらにいらしてください」

            　そう言って女は手を取り、門から奥に連れて行った。

            　肝をつぶした新之丞の下男は、恐ろしさのあまり逃げ帰り、近所の人々に告げた。驚いて駆け付けた者たちが境内を探すと、新之丞は女の墓に引き込まれ、白骨と折り重なって既に息絶えていた。

            　

            　怪しんだ寺僧じそうたちはすぐに墓を鳥辺山とりべやまへと移した。その後、空が雲に覆われ、雨が降る夜になると、新之丞しんのじょうと女が手を取り、女童めのわらわに牡丹花ぼたんかの灯籠とうろうを灯ともさせて出歩いた。彼らに行き会ってしまった者は重く患うと、近隣の人々から非常に恐れられたため、これを嘆いた新之丞の一族が千部の法華経ほけきょうを読み、写経を墓に納めて弔とむらったところ、以後、二度と姿を現さなくなったという。

            　

            （了）


        
        
            梅花屏風ばいかのびょうぶ

            　

            　

            　天文てんぶん年間の末、京都では兵乱が続き、三好みよし家と細川家の合戦は数年に及んでいた。時の公方くぼう・光源院こうげんいん足利あしかが義輝よしてるは、しばしば事態沈静化の策を立てたものの、権威が失墜していたため、これに従う者はいなかった。

            　その頃、周防すおう国山口の城主である太宰だざい大弐だいに大内おおうち義隆よしたかは従二位じゅにいの侍従じじゅうに任じられ、兵部卿ひょうぶきょうを兼任することになった。その権威は高く、威光が西海さいかいに輝いていたため、多くの公卿くぎょうや殿上人てんじょうびとたちは義隆を頼って周防国に下り、山口城に身を隠して世の争乱から逃れ、京の騒乱から免れた。

            　しかし、義隆は久しく武道を忘れ、詩歌や諷詠ふうえいの遊びに興じ、佞臣ねいしんを重用して国政をないがしろにし、ものの上手といえば諸芸の達人を多く集め、昼夜、栄耀えいようをほしいままにした。これに反発した家老の陶すえ尾張守おわりのかみ晴賢はるかたは謀反を起こして義隆を城から追放し、長門ながとの大寧だいねい寺に押し込めて自害させると、豊後ぶんごの国主こくしゅ・大友おおとも入道宗麟そうりんの弟である三郎義長よしながを山口城に迎えて主君とし、政まつりごとを行った。

            　この変へんの際、前関白・藤原尹房ただふさと前左大臣・藤原公頼きんよりは慌てふためいて山口城からの脱出を試みたものの、流れ矢に当たって命を落とし、従二位じゅにい・藤原親世ちかよは剃髪ていはつして辛くも逃げ落ちた。

            　

            　騒ぎに巻き込まれた人々の中に、中納言・藤原基頼もとよりという者がいた。計略に長じている上に諸芸に秀でた人物で、見事な絵画を描き、書道や歌道に優れているだけでなく、武道にも心をいれていた。乗馬の手綱さばきを極め、水練すいれんの術を身に付け、半日くらい水底みなそこにいてもものとも思わず、水を泳いだり潜ったりする様は魚のように見事であった。

            　大内義隆よしたかは上洛じょうらくの折、中納言の取り計らいで官位を得ることができた上に、禁中における諸事に熱心に対応してくれたことにも恩義を感じていたため、京都で兵乱が起きると特別に山口に呼び寄せて丁重にもてなし、城外に屋敷を建てて住まわせた。中納言は京から北の方や妾めかけ、下人たちまでを呼び寄せ、しばらく心穏やかに過ごしていたが、陶すえ晴賢はるかたの謀反が起きると、北の方や家人けにんたちと共に、貴重な財宝などを船に積んで山口城を逃げ出し、夜すがら京を目指して東に向かった。

            　

            　安芸あき国に入った一行は、風が強かったので高砂たかさごの忠海ただのうみで一時停泊することになった。

            　北の方は泣きながら歌を詠んだ。

            　

            忠海ただのうみいかに浮きたる舟の上さのみに荒き浪枕なみまくらかな

            （どうして忠海で浮いている船の上にいるのでしょう。このように荒れている海で寝るのはつらいことです）

            　

            　夜が更け、月が傾いた時分に中納言は酒を取り出して北の方と一緒に少しずつ飲み、破子わりごを開けて船頭にも食べさせた。

            　この船頭はここから一里りほど東にある能地のうちの者だったが、船に積んである金銀を散ちりばめた道具や財宝の数々、多くの絹や小袖こそでに目が眩くらんで悪心あくしんを起こした。

            「今宵、この者たちを殺し、財宝を奪い取って荒稼ぎしよう。この乱世で咎とがめる者もおるまい」

            　すっかり夜が更けて月が沈み、暗くなった頃合いに、船頭は闇に紛れて家人けにんたち男女三人を海に投げ入れた。続いて、物音に気づいた中納言が起き上がろうとするところを後ろに回り、跳ね上げて海中に投げ込んだ。

            「これはいったいどういうことですか」

            　狼狽ろうばいした北の方が声を上げると、船頭は取り押さえて言った。

            「安心しろ。お前は殺さない。――俺には二人の息子がいて、長男は新婚だが次男にはまだ嫁がおらぬ。お前を次男と結婚させる」

            　船頭は船を出して能地のうちの家に帰り、財宝や小袖こそでなどを売り払った。

            　北の方は船頭に言った。

            「少し体調が悪いので治るまでお待ちください。その後に次男殿と夫婦めおとになりましょう」

            　その言葉に船頭は喜んだ。

            　

            　九月十三日の夜、船頭は息子たちと新婦しんぷ、姑しゅうとめを連れて船遊びに出掛けた。

            　夜更けに全員が酒に酔いつぶれて眠り込んだのを機に、北の方は密ひそかに岸に上がると足に任せて一晩中走って逃げ、明け方に狐崎きつねざきにあるかれい山の麓まで何とかたどり着いた。「追っ手が追い掛けてくるかもしれない」と焦り、恐ろしく思いながら歩き慣れない浜路はまじや山道をしのいで越えてきたため、両足は茨いばらに引き裂かれ、石で傷を負い、血潮で紅くれないに染まっていた。

            　そうこうするうちに夜がすっかり明け、霧の紛れに、林の中に屋敷があるのが目に入った。中から経を読み、念仏を唱える声が聞こえてくる。

            　一人の尼がやって来て北の方に尋ねた。

            「この辺りでは見掛けない方ですが、どうして早朝に素足でここに来たのですか」

            「わたしは和布苅めかりの泊とまりに住んでいる者です。我が夫は昨年、都に上って討ち死にし、寡婦やもめになって姑しゅうとめの世話をしております。しかし、この姑は意地が悪く、小姑こじゅうともわたしにつらく当たる上に、あらぬ濡ぬれ衣ぎぬを着せて騒ぎ立てるため、昼夜、言いようもなく苦しんでおります。昨晩も十三夜の月見ということで家中の者が船に乗って酒を飲み、わたしに酌をさせましたが、その際に誤って杯さかずきを海に落としてしまいました。きっとひどく責められるだろうと思うと恐ろしくなり、夜に紛れて逃げ出し、さまよった末にここにたどり着きました」

            　語り終えた北の方が涙を流すと、尼は諭すように言った。

            「それでしたら、今から家にお戻りなさい。わたしたちも同行しますので、一緒に姑しゅうとめ殿に謝罪しましょう。もし、この地に留とどまって世帯を持ちたいというのでしたら、しかるべき仲人を頼んで差し上げます。とにかく、尋常ではない様子ですので、このように申し上げているのです」

            　しかし、北の方は聞き入れず、ただ尼にして欲しいと繰り返した。

            　尼は北の方に語った。

            「その昔、淳和じゅんな天皇の后宮きさきのみやが俗世を捨てて武庫むこの山に籠こもり、如意比丘尼にょいびくにと名乗りました。その御方おかたが修法すほうの合間にやって来て浦島子うらしまこの箱を納め、空海くうかい和尚おしょうに供養させたのがこの寺です。しかしながら時世じせいが移り変わり、物寂しい廃寺はいじと化してしまいました。往時おうじに空海和尚が作った、胸部に浦島子の箱を納めた桜の木の如意輪にょいりん観音が寺の霊仏れいぶつでしたが、国主こくしゅに奪い取られ、その後、国主の屋敷と共に焼失してしまいました。しかるに、この寺は浜に近いために波の音が騒がしく、訪れる人も少なく、境内に蓬よもぎや葎むぐらが生い茂る有様ありさまです。稀まれに友とするのは、後ろの山で叫ぶ猿の声、前の干潟ひがたで鳴く千鳥ちどりの声、松を吹く風、岸を打つ波だけで、それ以外に言葉を交わす相手はいません。わたしと一緒に修行をしている尼は他に三人おりますが、いずれも五十代です。召し使われている侍者じしゃは若い尼ですが、慎ましく修行をしています。美しい花のような姿を墨染すみぞめにやつし、柳髪りゅうはつを剃そり落として尼になるのはひどくもったいないことだとは思いますが、愛着や執心しゅうしんを切り離して仏道ぶつどうに入れば、その身は幻となり、命は霧のようになりましょう。今、出家したならば、座禅の床が妄念もうねんの雲を払い、灯明とうみょうの光が無明むみょうの闇を照らし、香こうの煙が自然に心の穢けがれを祓はらいます。花を摘めば煩悩ぼんのうの炎も収まり、まったく涼しくなります。朝に粥かゆを食し、午うまの刻こくに食事を取り、仏縁に従ってあるがままに年月を送ることになります。恨みも妬ねたみもありません。心は静かで、身も穏やかです。いたずらに世に関わって物思いに苦しみ、来世の憂うれいを求めるよりは、世を捨てて出家の道を歩む方が遥はるかに優れているとわたしは考えます」

            　話が終わると北の方はすぐに仏前に赴き、髪を切って頭を剃そり、「梨春りしゅん」という法名を授けられた。

            　

            　元々、梨春りしゅんは幼い頃から歌草子うたぞうしを読み、手習いをたしなみ、典籍てんせきを読んで文字をすべて覚えた人だったので、出家して幾いくばくもしないうちに内典ないでんや経論きょうろんの深い理ことわりを悟った。その後、院主いんじゅの尼まで梨春に尋ねるようになり、全員が仏法の理ことわり、経論の文義もんぎを会得えとくした。

            　梨春は自分の人生を振り返りながら歌を口ずさんだ。

            　

            中々なかなかに浮きに沈しづまぬ身なりせば御法みのりの海の底を知らめや

            （浮いたままなかなか沈むことのない身体だったならば、仏法という海の底を知ることはできなかったでしょう）

            　

            「仏道ぶつどうに入るきっかけは、ふとした縁から生まれる」とは、誠にこのような例ためしを言うのである。梨春は普段、寺の奥深くに引き籠こもって聖教しょうぎょうに目を通し、滅多めったに人と会わなかった。

            　

            　ある日のこと、寺に一人の男がやって来て、院主いんじゅの尼に「供養のために経を読んで欲しい」と頼んだ。男は布施ふせを渡し、一幅ぷくの梅の絵を仏前に置いて帰った。

            　その後、尼は絵を屏風びょうぶに装訂そうていしたが、梨春りしゅんがこの屏風を目にしてとても驚いた。それはまさしく、山口城から逃げ出す際に自分が箱に入れた絵であったため、さりげなく尼に尋ねた。

            「これはどういった方が納めたものですか」

            「能地のうちの船頭で、この寺の檀家だんかの方です。世間の噂うわさでは、人を殺して物を奪い取ることで世を渡っていると聞きますが、本当のことかどうかは定かではありません」

            　あの船頭に相違ないと梨春は悟ったが、おくびにも出さず、筆を執って絵の上に歌を書き付けた。

            　

            わが宿の梅の立枝たちえを見るからに思ひの外ほかに君や来きまさむ

            （わたしの屋敷の高く伸びた梅の枝を目にしたあなたが、思い掛けずやって来るかもしれません）

            　

            　これは古歌に少し手を加えたもので、梨春の思いが込められていた。だが、その意味に気づかない尼は、ただ美しい手跡しゅせきを褒めそやした。

            　その後、備後びんご国の鞆ともに住む品治ほんじ九兵衛きゅうべえという者が、ある用事で寺にやって来た際に屏風の絵と歌の絶妙な筆遣いを気に入り、尼に頼んで譲り受けた。品治ほんじは家に持ち帰り、部屋の中に立てておいた。

            　

            　ところで、船頭によって無残にも海中に突き落とされてしまった中納言・藤原基頼もとよりは、元から水練すいれんの達人であったため、波をくぐって潮うしおをしのぎ、十町ちょうほど泳いだ末にようやく岸に上がることができた。

            　そこから足に任せて備後びんご国の鞆ともの浦まで落ち行き、山名やまな玄蕃頭げんばのかみの屋敷にたどり着いて「奉公させて欲しい」と頼んだ。常人とは思えぬ風貌であったため、すぐに山名に報告が上がり、奥に呼び入られて事情を尋ねられた。

            　中納言は対面した山名に一部始終を語った。

            「それは何とも気の毒な話でした。京都もまだ戦乱が続いているようですので、上京してもきっと住むところはないでしょう。しばらく我が屋敷に逗留とうりゅうして、世の移り変わりをご覧ください」

            　山名はそう言って、中納言を屋敷に留とどめた。

            　

            　さて、先に梅花の屏風びょうぶを入手した品治ほんじ九兵衛きゅうべえは山名の家人けにんであり、「このような物を手に入れました」と経緯を説明して山名に譲った。

            　中納言はどこか見覚えのある絵に動揺し、近くに取り寄せて見ると思わず涙が零こぼれた。

            　どうしたのかと尋ねる山名に、中納言は答えた。

            「これはわたしが描いた絵です。しかも、この歌はまさしく我が妻の手跡しゅせきです。忠海ただのうみで海賊に妻子・家人けにんを水中に沈められ、財宝は残らず盗とられてしまったはずです。いかにして妻は生き延びたのでしょうか。どうしてこの絵に妻の歌が書かれているのでしょうか」

            　山名はすぐに品治ほんじを呼んで詳細を尋ね、寺の院主いんじゅのことをはじめ、子細を聞き出した。その後、品治は梨春りしゅんと対面し、ありのまま話すように頼んだ。

            「今となっては、何を包み隠す必要がありましょうか」

            　船頭から受けた仕打ちをすべて語り、疑いの余地もなく中納言の北の方だということが判明した。

            　梨春はすぐに鞆ともの浦に呼び迎えられ、中納言と再会した。二人は夢のように思いつつも、姿が変わり、衰えた互いの有様ありさまを不憫に思った。

            　

            　しばらく鞆ともの浦にいるうちに京都の情勢が変わり、三好みよし・松永まつながが滅んで義昭よしあき将軍の武運が開けた。これを機に中納言は都に上ろうとしたが、急に病を患ってそのまま亡くなってしまった。還俗げんぞくしていた梨春は再び尼になったものの、それから約二十日後、夢に中納言が何度も現れて誘うようになり、後を追うようにこの世を去った。

            　山名は二人を同じ場所に埋葬した。四十九日の中陰ちゅういん後、二つの塚から立ち上った白い雲が西を目指して行くように見え、山や谷に異香いきょうが満ち溢あふれた。当時の人々は何とも不思議なことだと思ったという。

            　

            （了）
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